
Ｄ
Ｆ
な
ど
で
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
検
査

移
民
や
人
種
主
義
、
反
民
族

主
義
、
科
学
万
能
主
義
に
よ

る
社
会
の
再
構
に
よ
っ
て
、

既
に
は
じ
ま
っ
て
い
た
。
だ

が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
多
く

の
人
の
命
や
社
会
を
危
険
に

さ
ら
す
」
と
言
い
、「
コ
ミ
ュ

ナ
ウ
イ
ル
ス
（
共
産
ウ
イ
ル

ス
）
は
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
た
ち

に
よ
る
悪
夢
だ
」と
綴
っ
た
。 

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
「
中

国
が
仕
掛
け
た
陰
謀
の
ウ
イ

ル
ス
」
と
す
る
説
は
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大
統
領
三
男
の
エ

ド
ゥ
ア
ル
ド
下
議
や
ア
ブ
ラ

ア
ン
・
ウ
ェ
イ
ン
ト
ラ
ウ
ビ

教
育
相
が
立
て
続
け
に
表
明

し
、
伯
国
の
中
国
大
使
館
が

猛
抗
議
を
行
っ
て
き
た
。 

　

中
国
は
、
伯
国
に
と
っ
て

世
界
で
も
有
数
の
重
要
な
貿

易
相
手
国
で
あ
り
、
国
内
の

イ
ン
フ
ラ
事
業
な
ど
で
も
、

同
国
企
業
が
大
型
の
投
資
を

行
っ
て
い
る
例
が
少
な
く
な

い
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
伯
国
全
土
に
広
が
り
続
け
、
２
２
日
午
後
４
時
の

保
健
省
発
表
で
は
感
染
者
４
万
５
７
５
７
人
、
死
者
２
９
０
６
人
に
達
し
た
。
２
２

日
付
伯
字
各
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。 

　

ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
聖
州

知
事
は
２
２
日
、
同
州
の
外

出
自
粛
令
（
ク
ア
レ
ン
テ
ー

ナ
）
の
今
後
に
関
し
、「
５

月
１
１
日
か
ら
徐
々
に
規
制

を
緩
和
し
て
い
く
」
と
の
発

言
を
行
っ
た
が
、「
ど
う
い

う
風
に
規
制
を
緩
め
て
い
く

か
な
ど
に
つ
い
て
は
、
５
月

ず
、
無
症
状
ま
た
は
軽
症
で

無
自
覚
の
ま
ま
、
普
通
に
生

活
を
続
け
、
ウ
イ
ル
ス
を
拡

散
さ
せ
て
し
ま
う
危
険
性
も

否
定
で
き
な
い
。 

　

そ
う
し
た
中
、
連
邦
直
轄

区
（
Ｄ
Ｆ
）
で
は
、
２
１
日

か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
検
査
体
制
を
拡
張
し
、

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
検
査
を
始

め
た
。
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
検

査
と
は
、
車
で
検
査
所
ま
で

行
き
、
車
か
ら
降
り
る
こ
と

な
く
窓
越
し
の
検
査
を
受

け
、
そ
の
ま
ま
帰
っ
て
来
れ

る
検
査
方
式
の
こ
と
で
、
狭

く
て
換
気
の
悪
い
検
査
所
に

疑
似
症
患
者
が
集
ま
る
と
い

う
事
態
が
避
け
ら
れ
る
。
こ

の
方
法
は
既
に
、
南
伯
サ
ン

タ
カ
タ
リ
ー
ナ
州
州
都
の
フ

ロ
リ
ア
ノ
ポ
リ
ス
な
ど
で
も

感
染
検
査
体
制
拡
大
の
動
き

に
関
し
て
み
れ
ば
、
中
国
は

マ
ス
ク
や
人
工
呼
吸
器
の
供

給
国
で
も
あ
る
。 

　

さ
ら
に
同
相
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

に
も
強
い
疑
問
を
な
げ
か

け
、「
権
力
を
国
際
機
関
に

与
え
て
し
ま
う
こ
と
は
、
地

球
全
体
が
共
産
主
義
化
し

２
２
日
未
明
、
自
身
の
ブ
ロ

グ
に
「
世
界
で
１
８
万
人
の

命
を
奪
っ
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界

的
な
大
流
行
）
は
、
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
主
義
者
の
陰
謀
で

あ
り
、
新
た
な
共
産
主
義
へ

の
道
だ
」
と
書
い
た
。 

　

ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
氏
に
よ
る

と
、「（
新
共
産
主
義
へ
の
道

は
）
気
候
変
動
や
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
政

治
的
に
正
し
い
教
義
主
義
、

　

エ
ル
ネ
ス
ト
・
ア
ラ
ウ
ー

ジ
ョ
外
相
が
ブ
ロ
グ
で
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
共
産

主
義
の
ウ
イ
ル
ス
」と
書
き
、

さ
ら
に
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
も
批
判
し
た
こ
と
で

波
紋
を
広
げ
て
い
る
。
こ
こ

の
と
こ
ろ
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政

権
関
係
者
に
よ
る
、
中
国
や

Ｗ
Ｈ
Ｏ
へ
の
攻
撃
・
批
判
が

目
立
ち
、
今
後
の
中
国
と
の

関
係
や
コ
ロ
ナ
対
策
で
の
不

安
を
増
大
さ
せ
か
ね
な
い
。

２
２
日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報

じ
て
い
る
。 

　

ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
外
相
は

政
権
関
係
者
３
人
目
の
中
国
批
判

外
出
自
粛
で
医
療
崩
壊
回
避
を

米
国
に
従
い
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
も
反
抗

て
し
ま
う
こ
と
へ
の
第
一
歩

だ
」
と
も
記
し
た
。 

　

２
０
日
に
開
催
さ
れ
た
国

連
総
会
で
、
伯
国
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
関
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

が
極
め
て
重
要
な
リ
ー
ダ
ー

的
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
意
向
を
同
ウ
イ
ル

ス
問
題
解
決
の
た
め
の
参
考

に
す
る
と
い
う
協
定
に
同
意

し
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、「
Ｗ

Ｈ
Ｏ
へ
の
資
金
援
助
を
打
ち

切
る
」
と
し
た
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
米
国
に
続
い
た
も
の

だ
が
、
こ
の
協
定
に
同
意

し
な
か
っ
た
国
は
、
国
連
参

加
１
９
３
カ
国
中
、
わ
ず
か

１
４
カ
国
し
か
な
い
。 

　

ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
外
相
は
過

去
に
も
、「
地
球
温
暖
化
は

共
産
主
義
者
の
陰
謀
」「
ナ

チ
ス
・
ド
イ
ツ
は
左
翼
の
生

ん
だ
産
物
」
な
ど
と
発
言
し

て
、
問
題
を
招
い
た
こ
と
が

あ
る
。  

エルネスト・アラウージョ外相
Fabio Rodriguez Pozzebom（Agencia Brasil）

マ
ナ
ウ
ス
市
の
タ
ル
マ
ン
墓
地
で

（Tw
itter via Fotos Publicas

） 

採
用
さ
れ
て
い
る
。 

　

Ｄ
Ｆ
で
は
、
第
一
段
階

と
し
て
、
検
査
キ
ッ
ト
を

１
０
万
セ
ッ
ト
用
意
し
て
、

こ
の
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
検
査

を
開
始
す
る
。 

　

検
査
は
Ｄ
Ｆ
内
で
も
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
者
の
発
生
率
が

最
も
高
い
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
の

中
心
部
と
、
ア
グ
ア
ス
・
ク

ラ
ラ
ス
地
区
で
始
ま
る
。 

　

発
熱
や
咳
の
症
状
が
出
て

か
ら
７
日
以
上
経
っ
て
い
る

人
は
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
検
査

を
受
け
ら
れ
る
が
、
発
症
か

ら
７
日
未
満
の
人
は
検
査
を

受
け
ら
れ
な
い
。
Ｄ
Ｆ
保
健

局
は
、
検
査
所
に
は
マ
ス
ク

を
着
用
し
て
向
か
う
よ
う
、

推
奨
し
て
い
る
。 

　

検
査
を
受
け
る
に
は
、
身

分
証
明
書
と
居
住
証
明
を
携

８
日
ま
で
は
発
表
し
な
い
意

向
」
で
あ
る
と
語
っ
た
。
こ

の
日
に
こ
の
会
見
が
行
わ
れ

る
こ
と
は
報
じ
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
会
見
で
も
っ
と

具
体
的
な
こ
と
が
語
ら
れ
る

と
も
思
わ
れ
て
い
た
が
、
詳

細
を
語
ら
な
か
っ
た
の
は
州

民
の
気
を
緩
ま
せ
な
い
た
め

か
。
ま
だ
、
死
者
や
感
染
者

も
多
く
、
段
階
緩
和
に
は
異

論
を
唱
え
る
人
も
い
る
だ
ろ

う
。
だ
が
、
２
カ
月
近
い
規

制
で
、
そ
ろ
そ
ろ
人
々
の
生

活
に
必
要
な
物
な
ど
が
出
て

く
る
の
も
事
実
。
ま
ず
は
発

表
を
待
ち
た
い
と
こ
ろ
だ
。 

　
　
　
　
　

◎　

 

　

ネ
ッ
ト
上
で
か
ね
て
か
ら

有
名
だ
っ
た
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

大
統
領
支
持
者
の
女
性
企
業

家
ク
リ
ス
チ
ア
ー
ネ
・
デ
イ

ゼ
・
オ
ピ
ッ
ツ
氏
の
発
言
が

物
議
を
醸
し
て
い
る
。
彼
女

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
、「
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
で
隔
離
の
必
要
が

出
て
き
た
人
に
赤
い
マ
ー
ク

を
貼
れ
」
と
主
張
。
こ
れ
が

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
よ
う
だ

と
批
判
を
浴
び
、
パ
ラ
ナ
州

の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
博
物
館
か

ら
も
抗
議
を
受
け
た
。
さ
ら

に
は
、「
社
会
的
隔
離
を
推

奨
す
る
人
に
は
食
料
と
薬
品

を
半
分
に
し
ろ
」
と
も
。
こ

う
い
う
人
は
自
分
が
感
染
し

た
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。 

　
　
　
　
　

◎　

 

　

一
方
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
は
２
０
日
、
記
者
か
ら
の

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
死

者
数
を
聞
か
れ
、「
自
分
は

墓
堀
人
で
は
な
い
か
ら
わ
か

ら
な
い
」
と
答
え
た
。
前
日

に
軍
政
復
古
支
持
の
デ
モ
に

参
加
し
、
散
々
批
判
さ
れ
た

翌
日
の
発
言
が
こ
う
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
最
近
は
、
大
統

領
の
支
持
者
の
言
動
が
問
題

に
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、

も
と
を
質
せ
ば
、
本
人
が
蒔

い
た
種
か
も
。 

　

１
９
日
に
全
国
的
に
行
わ

れ
た
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
や
新

た
な
軍
政
令
第
５
条
（
Ａ
Ｉ

５
）
の
施
行
を
求
め
た
デ
モ

に
関
し
、
連
邦
検
察
庁
が
捜

査
開
始
の
許
可
を
要
請
、
最

高
裁
も
こ
れ
を
了
承
し
た
。

捜
査
対
象
者
リ
ス
ト
に
は
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。
２
１
日
付
伯
字

サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。 

　
こ
れ
は
、
連
邦
議
会
や
最

高
裁
の
閉
鎖
な
ど
、
反
民
主

主
義
的
な
内
容
を
問
題
視
し

た
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ア
ラ
ス
連

邦
検
察
庁
長
官
が
、
２
０
日

に
提
出
し
た
、
デ
モ
を
組
織

し
た
人
な
ど
を
捜
査
す
る
請

求
に
対
し
、
翌
２
１
日
に
最

高
裁
の
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
レ
・

デ
・
モ
ラ
エ
ス
判
事
が
許
可

を
出
し
た
も
の
だ
。 

　
モ
ラ
エ
ス
判
事
は
、「
憲
法

で
は
、
こ
の
よ
う
な
民
主
主

義
の
体
制
を
揺
る
が
す
よ
う

な
考
え
を
実
践
す
る
こ
と
に

資
金
を
提
供
す
る
こ
と
な
ど

も
許
さ
れ
な
い
」
と
し
、
組

織
し
た
人
物
な
ど
を
捜
査
さ

せ
る
こ
と
と
し
た
。 

　

な
お
、
ア
ラ
ス
長
官
の
判

断
だ
と
、
こ
の
捜
査
に
は
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。
同
長
官
は
以
前

か
ら
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領

を
対
象
と
し
た
捜
査
を
行
う

こ
と
を
「
政
治
的
」
と
し
て

嫌
っ
て
い
る
。 

　

だ
が
、
最
高
裁
の
判
事
た

ち
の
中
に
は
、「
捜
査
は
大
統

領
に
も
及
び
う
る
」
と
の
見

解
を
示
す
人
も
少
な
く
な
い

と
い
う
。 

　
【
既
報
関
連
】
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
、
死
者

数
が
全
国
一
の
聖
州
で
、
隔

離
率
（
接
触
削
減
率
）
が
現

状
の
ま
ま
だ
と
、
深
刻
な
病

床
不
足
が
起
き
る
と
の
試
算

が
公
表
さ
れ
た
と
２
１
日
付

Ｇ
１
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。 

　

聖
州
の
コ
ロ
ナ
対
策
セ
ン

タ
ー
の
試
算
は
、
汎
米
保
健

機
関
と
伯
国
保
健
省
、
ブ
ラ

ジ
リ
ア
大
学
の
デ
ー
タ
を
基

に
し
て
行
わ
れ
た
。 

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
隔
離
率

７
０
％
な
ら
、
今
後
２
カ

月
間
で
必
要
と
な
る
病
床
は

一
般
病
室
１
７
１
０
、
集

中
治
療
室
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、
ポ

語
で
は
Ｕ
Ｔ
Ｉ
）
４
１
０

の
２
１
２
０
床
で
、
州
も

対
応
出
来
る
が
、
５
０
％

の
場
合
の
必
要
病
床
数

は
、
１
万
５
１
２
７
床
と

２
７
８
８
床
の
計
１
万
７
９

１
５
床
で
約
８
倍
と
な
り
、

対
応
不
能
と
な
る
。
隔
離
率

が
３
０
％
だ
と
、
必
要
病

床
数
は
３
万
５
６
０
０
床
と

１
万
１
５
２
床
で
、
施
設
と

人
的
資
源
の
両
面
共
、
絶
対

に
対
応
出
来
な
い
。
現
在
の

隔
離
率
は
１
２
日
と
１
９
日

が
５
９
％
が
最
高
で
、
２
０

日
は
５
１
％
だ
っ
た
。 

　

２
１
日
現
在
の
聖
州

の
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
は

１
万
５
３
８
５
人
、
死
者
は

１
０
９
３
人
で
、
複
数
の
病

院
で
Ｉ
Ｃ
Ｕ
が
満
杯
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
人
工
呼
吸

器
な
ど
が
必
要
な
患
者
に
病

室
を
振
り
分
け
る
た
め
、
比

較
的
軽
症
な
患
者
向
け
に
開

設
さ
れ
た
臨
時
病
院
（
パ
カ

エ
ン
ブ
ー
と
ア
ニ
ェ
ン
ビ
ー
）

で
も
既
に
、
死
者
が
出
て
い

る
。 

　

聖
州
で
は
、
聖
市
の
病
院

が
満
杯
と
な
っ
た
場
合
、
内

陸
部
の
市
に
患
者
を
移
送
す

る
事
を
検
討
中
だ
が
、
リ

オ
市
は
既
に
、
同
市
か
ら

１
２
０
キ
ロ
の
ヴ
ォ
ウ
タ
・
レ

ド
ン
ダ
市
の
病
院
に
１
日
平

均
３
０
人
を
移
送
し
て
い
る
。

リ
オ
市
の
公
立
病
院
の
Ｉ
Ｃ

Ｕ
占
有
率
は
２
１
日
現
在
で

９
０
％
だ
。
同
州
で
は
先
々

週
か
ら
先
週
に
か
け
て
の
死

者
が
１
３
０
％
増
え
た
。 

　

同
州
で
は
３
月
８
日
〜
４

月
４
日
の
４
週
間
の
重
症
急

性
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
）
で
の
入
院
患
者
数
が

１
９
５
１
人
に
達
し
、
昨

年
１
年
間
の
入
院
患
者
数

１
８
３
５
人
を
上
回
っ
た
。

２
１
日
現
在
の
同
州
の
感
染

者
は
５
３
０
６
人
、
死
者
は

４
６
１
人
だ
が
、
２
０
日
ま

で
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
に
よ
る
死
者

は
７
４
３
人
、
内
コ
ロ
ナ
感

染
者
は
４
２
２
人
だ
っ
た
。 

　

状
況
が
よ
り
ひ
っ
迫
し
て

い
る
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
で
は
、
一

般
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
病
床
占
有
率

が
共
に
９
６
〜
９
７
％
。
入

院
を
待
つ
間
に
自
宅
で
亡
く

ル
ス
感
染
者
数
、
死
者
数
で

５
位
の
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
は
、

コ
ロ
ナ
患
者
へ
の
対
応
能
力

が
限
界
に
達
し
て
お
り
、
医

療
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
に
、
病

床
の
拡
張
や
医
療
機
器
購
入

に
走
っ
て
い
る
最
中
の
出
来

事
だ
。　

 

　

州
検
察
は
１
７
日
に
、
人

工
呼
吸
器
の
購
入
価
格
と
販

売
会
社
の
選
択
に
関
す
る
正

当
性
を
３
日
以
内
に
示
す
よ

う
に
求
め
る
文
書
を
州
政
府

に
送
付
。
期
日
ま
で
に
返
答

が
な
い
場
合
、
担
当
機
関
に

は
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
と
も

記
さ
れ
て
い
た
。 

　

州
政
府
は
、
世
界
中
に
コ

ロ
ナ
禍
が
広
が
り
、
需
要
が

高
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
販

売
業
者
が
値
を
釣
り
上
げ

た
。
複
数
の
業
者
に
見
積
も

り
を
出
さ
せ
、
検
討
し
た
結

果
だ
と
弁
明
し
て
い
る
。 

　

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
に
は
、
公

的
医
療
機
関
と
民
間
医
療
機

関
を
合
わ
せ
て
６
７
１
０

の
病
床
が
あ
る
が
、
全
体
の

９
０
％
が
既
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
で
埋
ま
っ

て
い
る
。 

　

同
州
州
議
会
は
２
０
日
、

保
健
医
療
行
政
に
限
定
し
て

で
は
あ
る
が
、
連
邦
政
府
に

直
接
統
治（intervencao 

fed
eral

）
を
要
請
す
る
決

議
を
承
認
し
た
。 

軍
政
復
古
支
持
デ
モ
を
捜
査
へ

大
統
領
が
含
ま
れ
る
か
に
注
目

病
院
満
杯
、自
宅
で
亡
く
な
る
人
も

アラウージョ外相
「
コ
ロ
ナ
は
共
産
ウ
イ
ル
ス
」 

人
工
呼
吸
器
購
入
で
水
増
し
請
求
疑
惑

州
議
会
は
直
接
統
治
を
求
め
る

アマゾナス州

ドライブスルー検査を受ける人
（Renato Alves / Ag.Brasilia）

ス
感
染
検
査
の
た
め
の
施
設

を
３
８
に
増
や
し
た
こ
と
で
、

感
染
検
査
の
結
果
待
ち
だ
っ

た
検
体
（
サ
ン
プ
ル
）
数
が

大
幅
に
減
っ
て
い
る
。
こ
の
結

果
待
ち
の
列
は
２
２
日
に
は

ゼ
ロ
に
な
る
」
と
ツ
イ
ー
ト

し
た
。 

　

同
知
事
は
「
検
査
の
徹
底

は
、
感
染
状
況
を
正
確
に
把

握
し
、
そ
れ
に
適
し
た
対
策

を
検
討
す
る
た
め
に
、
極
め

て
重
要
」
と
続
け
た
。 

　

公
私
に
わ
た
る
施
設
を
動

員
し
、
検
査
の
結
果
待
ち
の

列
は
解
消
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
そ
れ
は
、
検
査
を

望
む
、
全
て
の
人
々
の
検
査

終
了
や
、
同
州
で
の
コ
ロ
ナ

感
染
の
実
態
が
把
握
で
き
た

こ
と
は
意
味
し
な
い
。
聖
州

の
検
査
は
ま
だ
、
重
症
の
肺

炎
患
者
や
医
療
従
事
者
に
限

定
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。 

　

検
査
を
徹
底
し
て
行
う
こ

と
で
感
染
拡
大
抑
制
に
成
功

し
て
い
る
例
と
し
て
韓
国
の

名
が
上
が
る
。
だ
が
、
検
査

対
象
を
拡
げ
す
ぎ
る
と
、
検

査
所
で
集
団
感
染
が
起
こ
る

リ
ス
ク
が
高
ま
る
し
、
い
た

ず
ら
に
検
査
を
拡
大
し
て
患

者
が
増
え
る
と
、
軽
症
で
も

対
応
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、

医
療
崩
壊
が
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
る
な
ど
の
一
面
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
。 

　

た
だ
し
、
検
査
を
し
な
い

こ
と
で
、
自
分
が
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
陽
性
者
だ
と
気
づ
か

　

北
伯
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
の
会

計
検
察
局
は
、
同
州
政
府
が

行
っ
た
２
８
台
の
人
工
呼
吸

器
の
購
入
に
水
増
し
請
求
が

あ
っ
た
と
の
疑
い
で
捜
査
し

て
い
る
。
２
１
日
付
Ｇ
１
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。 

　

州
検
察
は
、「
州
政
府
が

２
８
台
の
人
工
呼
吸
器
の

購
入
に
費
や
し
た
金
額
は

２
９
７
万
レ
ア
ル
（
１
台
平

均
１
０
万
６
２
５
０
レ
）
だ

が
、
連
邦
政
府
は
同
様
の

人
工
呼
吸
器
を
１
台
平
均

５
万
７
３
０
０
レ
で
購
入
し

て
い
る
」
と
し
た
。 

　

州
別
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

帯
す
る
必
要
が
あ
り
、
先
着

順
に
対
応
さ
れ
る
。
希
望
者

は
会
場
に
到
着
後
、
問
診
を

経
て
、
検
査
を
受
け
る
。
実

際
の
検
査
は
、
血
液
採
取
、

ま
た
は
、
喉
と
鼻
か
ら
の
サ

ン
プ
ル
採
取
の
ど
ち
ら
か
で

行
わ
れ
る
。

感染者４万５７５７、死者２９０６新型
コロナ

（１） ２０２０年第５４７３号  ４月 ２３日 （木曜日）

　
「
実
際
の
感
染
者
数
は
公

式
発
表
の
１
０
倍
以
上
」
と

伯
国
内
の
複
数
の
学
究
団
体

が
表
明
し
、
被
害
状
況
の
正

確
な
把
握
が
困
難
と
な
っ
て

い
る
中
、
２
１
日
に
は
聖
州

の
ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
知
事

が
、「
州
内
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

な
る
人
も
出
て
い
る
。
２
１

日
現
在
の
同
州
で
の
コ
ロ
ナ

感
染
者
２
２
７
０
人
中
、

１
８
０
９
人
が
住
ん
で
い
る

マ
ナ
ウ
ス
市
で
は
、
平
常
時

は
１
日
２
０
〜
３
５
人
だ
っ

た
埋
葬
者
数
が
、
１
９
日

１
２
２
人
、
２
０
日
１
０
６

人
と
急
増
中
だ
。
た
だ
し
、

感
染
が
確
認
さ
れ
た
同
州
の

死
者
は
、
２
１
日
現
在
も

１
９
３
人
の
み
だ
。 

　

死
者
急
増
に
伴
い
、
同
市

で
は
、
冷
凍
車
で
遺
体
を
運

び
、
大
き
な
穴
の
中
に
次
々

に
並
べ
て
葬
る
と
い
う
方
法

を
採
り
始
め
た
。
自
宅
で
死

亡
し
て
埋
葬
さ
れ
た
人
の
数

も
、
１
９
日
１
７
人
、
２
０

日
３
６
人
と
増
え
て
い
る
。

□緊急時の連絡先□
●サンパウロ日伯援護協会「本部事務局」

　TEL: (11) 3274-6483
朝８時から午後５時まで。日本語対応可。相談内容に応じて、福祉士などに回す。

●サンタクルス病院
「新型コロナウイルス感染症の緊急外来受診のためのコールセンター」

　TEL: (11) 97572-4602　日本語対応、24時間。

⇒在ブラジル大使館（連邦区、ゴイアス州、トカンチンス州）
　代表電話 (61) 3442-4200／ 夜間連絡先 : ブラジル国内から（地域番号なし）4003-2142
　サイト :  https://www.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html

⇒在サンパウロ総領事館（サンパウロ州、マト・グロッソ州、マト・グロッソ・ド・スール州、三角ミナス地域）
　代表電話 (11) 3254-0100       　サイト : https://www.sp.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在クリチバ総領事館（パラナ州、サンタ・カタリーナ州）
　代表電話 (41) 3322-4919　　サイト : https://www.curitiba.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在ベレン領事事務所（パラ州、マラニョン州、アマパ州、ピアウイ州）
　代表電話 (91) 3249-3344　　サイト : https://www.belem.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html

⇒在リオデジャネイロ総領事館（リオデジャネイロ州、エスピリト・サント州、ミナス・ジェライス州）
　代表電話 : (41) 3322-4919／ 受付時間外及び休館日 : ブラジル国内から (0) 21-3461-9595
　サイト : https://www.rio.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在ポルトアレグレ領事事務所（リオ・グランデ・ド・スール州）
　代表電話 : (51) 3334-1299　　サイト : https://www.curitiba.br.emb-japan.go.jp/itpr_ja/00_000040.html
⇒在マナウス総領事館（アマゾナス州、ロンドニア州、ロライマ州、アクレ州）
　代表電話 : (92) 3232-2000　　サイト : https://www.manaus.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在レシフェ総領事館（セアラー州、リオ・グランデ・ド・ノルテ州、セルジッペ州、ペルナンブコ州、アラゴアス州、バイア州、パライバ州）
　代表電話 : (81) 3049-8300　　サイト : https://www.recife.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html

●万が一、医療機関等に隔離され、日本政府の援護が必要な場合の在外公館の連絡先リスト



　
「
国く

に

の
雇こ

用よ
う

対た
い

策さ
く

が
機き

能の
う

す
る
こ
と
を
信し

ん

じ
て
い
る
が
、
再ふ

た
た

び
深し

ん

刻こ
く

な
影え

い

響き
ょ
うが

出で

る

場ば

合あ
い

は
、
支し

援え
ん

団だ
ん

体た
い

を
組そ

織し
き

し
、
必か

な
ら

ず
支し

援え
ん

活か
つ

動ど
う

を
行お

こ
な

う
」
―
―
静し

ず

岡お
か

県け
ん

浜は
ま

松ま
つ

市し

で

伯は
っ

国こ
く

食し
ょ
く

品ひ
ん

店て
ん

「
セ
ル
ビ
ツ
ー
」
を
経け

い

営え
い

す
る
増ま

す

子こ

利と
し

栄え
い

さ
ん
（
７
０
、
二に

世せ
い

）
を
先せ

ん

月げ
つ

２
３
日に

ち

に
聖せ

い

市し

内な
い

ホ
テ
ル
で
取し

ゅ

材ざ
い

し
た
際さ

い

、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

に
よ

る
デ
カ
セ
ギ
雇こ

用よ
う

危き

機き

に
対た

い

し
て
、
そ
う
力

ち
か
ら

強づ
よ

く
語か

た
っ
た
。
増ま

す

子こ

さ
ん
は
２
０
０
９
年ね

ん

の
デ
カ
セ
ギ
雇こ

用よ
う

危き

機き

時じ

に
は
『
が
ん
ば
れ
！
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

会か
い

議ぎ

』（
浜は

ま

松ま
つ

市し

や
浜は

ま

松ま
つ

国こ
く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い

な
ど
８
団だ

ん

体た
い

で
組そ

織し
き

）
の
代だ

い

表ひ
ょ
うと

し
て
、
デ
カ
セ
ギ
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
生せ

い

活か
つ

再さ
い

建け
ん

支し

援え
ん

活か
つ

動ど
う

に
奔ほ

ん

走そ
う

し
た
経け

い

験け
ん

が
あ
る
。

い
き
た
い
」
と
語か

た
っ
た
。

　

増ま
す

子こ

さ
ん
は
聖せ

い

州し
ゅ
うア

ダ
マ

ン
チ
ー
ナ
市し

生う

ま
れ
。
戦せ

ん

前ぜ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

の
父ち

ち

・
利と

し

秋あ
き

さ
ん

（
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

出し
ゅ
っ

身し
ん

）
の
農の

う

園え
ん

で
働は

た
らい

た
後あ

と

、
伯は

っ

国こ
く

進し
ん

出し
ゅ
つし

た

日に

本ほ
ん

の
大お

お

手て

ス
ー
パ
ー
・
ヤ

オ
ハ
ン
に
就

し
ゅ
う

職し
ょ
く。

そ
の
後ご

独ど
く

立り
つ

し
種し

ゅ

苗び
ょ
う

卸お
ろ
し

業ぎ
ょ
うに

従
じ
ゅ
う

事じ

し

た
。

　

８
８
年ね

ん

に
は
デ
カ
セ
ギ
と

し
て
訪ほ

う

日に
ち

し
、
岐ぎ

阜ふ

県け
ん

や
静し

ず

岡お
か

県け
ん

で
の
工こ

う

場じ
ょ
う

勤き
ん

務む

を
経へ

て
、
Ｊ
Ｒ
浜は

ま

松ま
つ

駅え
き

近ち
か

く
に
ブ

ラ
ジ
ル
料

り
ょ
う

理り

店て
ん

を
開か

い

店て
ん

。
伯は

っ

国こ
く

食し
ょ
く

品ひ
ん

の
販は

ん

売ば
い

や
パ
ン
製せ

い

造ぞ
う

工こ
う

場じ
ょ
うの

経け
い

営え
い

も
行お

こ
な

い
、
経け

い

営え
い

者し
ゃ

と
し
て
名な

を
馳は

せ
た
。

　

地じ

元も
と

浜は
ま

松ま
つ

市し

民み
ん

と
在ざ

い

日に
ち

外が
い

国こ
く

人じ
ん

の
文ぶ

ん

化か

交こ
う

流り
ゅ
う

事じ

業ぎ
ょ
うを

数か
ず

多お
お

く
手て

掛が

け
て
き
た
。
０
９

年ね
ん

の
デ
カ
セ
ギ
伯は

く

人じ
ん

生せ
い

活か
つ

支し

援え
ん

活か
つ

動ど
う

、
１
１
年ね

ん

の
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

の
被ひ

災さ
い

地ち

復ふ
っ

興こ
う

支し

援え
ん

活か
つ

動ど
う

な
ど
が
評

ひ
ょ
う

価か

さ
れ
、

　
な
ぜ
か
卵た

ま
ご、

フ
ェ
イ
ジ
ョ
ン
、

米こ
め

な
ど
の
一い

ち

番ば
ん

基き

本ほ
ん

的て
き

な
食

し
ょ
く

品ひ
ん

や
生せ

い

鮮せ
ん

野や

菜さ
い

の
値ね

段だ
ん

が
、

軒の
き

並な

み
５
０
～
１
０
０
％
も

値ね

上あ

が
り
し
て
い
る
。
３
０

個こ

入い
り

の
卵た

ま
ご

は
通つ

う

常じ
ょ
う１

０
レ
ア

ル
で
変か

え
る
が
、
先せ

ん

週し
ゅ
う、

東と
う

洋よ
う

街が
い

の
エ
ス
ト
ラ
で
買か

っ
た
ら

る
か
、
そ
れ
は
言い

わ
ず
と
知し

れ
た
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

共き
ょ
う

栄え
い

の
社し

ゃ

会か
い

で
あ

る
。
従

じ
ゅ
う

来ら
い

の
利り

益え
き

社し
ゃ

会か
い

か
ら

共き
ょ
う

存ぞ
ん

共き
ょ
う

栄え
い

の
社し

ゃ

会か
い

を
創そ

う

造ぞ
う

す
る
。
利り

益え
き

社し
ゃ

会か
い

人じ
ん

か
ら
組く

み

合あ
い

人じ
ん

と
な
る
」

　

文ぶ
ん

中ち
ゅ
う「

利り

益え
き

社し
ゃ

会か
い

か
ら
」

は
「
資し

本ほ
ん

主し
ゅ

義ぎ

社し
ゃ

会か
い

か
ら
脱だ

っ

09
年ね

ん

の
大た

い

量り
ょ
う

解か
い

雇こ

時じ

に
活か

つ

躍や
く

浜は
ま

松ま
つ

市し

在ざ
い

住じ
ゅ
う

の
二に

世せ
い

、
増ま

す

子こ

さ
ん

し
て
」
の
意い

味み

で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
下し

も

元も
と

が
使つ

か
っ
た
「
新

あ
た
ら

し
い
社し

ゃ

会か
い

」
と
い
う
言こ

と

葉ば

は

極き
わ

め
て
重

じ
ゅ
う

要よ
う

で
あ
る
。
以い

後ご

、

死し

ぬ
ま
で
彼か

れ

の
目も

く

標ひ
ょ
うと

な
る
。

こ
の
目も

く

標ひ
ょ
うを

命い
の
ち

を
か
け
て
追つ

い

求き
ゅ
うし

続つ
づ

け
る
。

　

そ
の
下し

も

元も
と

が
動ど

う

員い
ん

し
よ
う

と
し
た
若わ

か

者も
の

は
、
か
つ
て
の

彼か
れ

と
同ど

う

様よ
う

、
少

し
ょ
う

年ね
ん

期き

に
移い

住
じ
ゅ
う

し
て
来き

た
者も

の

が
多お

お

か
っ
た
が
、

そ
れ
が
青せ

い

年ね
ん

期き

に
入は

い

り
、
こ

の
世せ

代だ
い

特と
く

有ゆ
う

の
現げ

ん

状じ
ょ
うに

対た
い

す

る
物も

の

足た

り
な
さ
、
不ふ

安あ
ん

感か
ん

に

悩な
や

ん
で
い
た
。

　

何な
に

か
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
焦あ

せ

り
つ
つ
も
、
ど
う
し

た
ら
良よ

い
か
判わ

か

ら
ぬ
無む

力り
ょ
く

感か
ん

に
苦く

る

し
み
な
が
ら
、
農の

う

場じ
ょ
うあ

る
い
は
組く

み

合あ
い

の
職

し
ょ
く

場ば

で
、
苛い

ら

立だ

た
し
い
日ひ

び々

を
過す

ご
し
て

い
た
。
何な

に

か
が
起お

こ
る
こ
と

を
期き

待た
い

し
て
い
た
。

　

そ
こ
に
、
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
の

バ
タ
タ
市し

場じ
ょ
うで

の
仲な

か

買が
い

人に
ん

と

の
抗こ

う

争そ
う

勝し
ょ
う

利り

で
一い

ち

躍や
く

そ
の
名な

を
轟と

ど
ろ

か
せ
た
「
下し

も

元も
と

専せ
ん

務む

」

か
ら
声ご

え

が
か
か
っ
た
の
で
あ

る
。
強

き
ょ
う

烈れ
つ

な
電で

ん

波ぱ

を
受う

け
た

様よ
う

に
敏び

ん

感か
ん

に
反は

ん

応の
う

し
た
。

　

下し
も

元も
と

は
弁べ

ん

も
立た

っ
た
。
講こ

う

演え
ん

会か
い

で
は
壇だ

ん

上じ
ょ
うか

ら
説と

き
来き

た
り
説と

き
去さ

り
、
座ざ

談だ
ん

会か
い

で

は
独ど

く

特と
く

の
話わ

術じ
ゅ
つで

諄
じ
ゅ
ん

々じ
ゅ
んと

語か
た

り
続つ

づ

け
た
。
ど
ん
な
田い

な
か舎

の

土つ
ち

く
さ
い
若わ

か

者も
の

に
も
「
団だ

ん

結け
つ

は
力ち

か
ら

だ
。
団だ

ん

結け
つ

す
れ
ば
必か

な
ら

ず

勝か

つ
」
と
自じ

信し
ん

を
持も

た
せ
た
。

　

若わ
か

者も
の

た
ち
は
時と

き

の
経た

つ
の

も
忘わ

す

れ
て
聞き

き
入い

っ
た
。
前ぜ

ん

途と

に
光ひ

か
り

を
発は

っ

見け
ん

、
奮ふ

る

い
立た

っ

た
。

　

１
９
３
９
年ね

ん

、
下し

も

元も
と

は
彼か

れ

ら
の
代だ

い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

を
サ
ン
パ
ウ
ロ

に
呼よ

び
寄よ

せ
、
農の

う

村そ
ん

中ち
ゅ
う

堅け
ん

青せ
い

年ね
ん

講こ
う

習し
ゅ
う

会か
い

な
る
も
の
を
開ひ

ら

い
た
。
そ
し
て
叫さ

け

ん
だ
「
立た

て
！
」「
産さ

ん

組ぐ
み

運う
ん

動ど
う

に
身み

を
投と

う

じ
よ
！
」
と
。

　

下し
も

元も
と

の
論ろ

ん

に
は
、
自じ

分ぶ
ん

た

ち
が
支し

配は
い

す
る
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の

新し
ん

社し
ゃ

会か
い

を
自じ

分ぶ
ん

た
ち
で
建け

ん

設せ
つ

す
る
―
―
と
い
う
燃も

え
る
様よ

う

な
夢ゆ

め

が
こ
め
ら
れ
て
い
た
。

国く
に

づ
く
り
に
も
似に

た
目も

く

標ひ
ょ
うで

あ
っ
た
。

「皆
みな

で協
きょう

力
りょく

して危
き

機
き

乗
の

り越
こ

える」

焼や

き
鮭さ

け

や
カ
レ
ー
、
生し

ょ
う

姜が

焼や

き
等な

ど

『
原は

ら

口ぐ
ち

さ
ん
の
お
弁べ

ん

当と
う

』
開か

い

始し

！

居
い

酒
ざか

屋
や

一
いっ

茶
さ

在
ざい

日
にち

ブラジル人
じん

　

講こ
う

習し
ゅ
う

会か
い

は
１
９
４
１
年ね

ん

ま

で
計け

い

４
回か

い

開か
い

催さ
い

さ
れ
た
。
回か

い

を
重か

さ

ね
る
ご
と
に
熱ね

っ

気き

を
増ま

し
た
。
下し

も

元も
と

は
「
産さ

ん

組ぐ
み

運う
ん

動ど
う

以い

外が
い

に
、
我わ

れ

々わ
れ

百ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うを

救す
く

う
道み

ち

な
し
と
断だ

ん

じ
、「
ブ
ラ
ジ

ル
に
も
産さ

ん

青せ
い

連れ
ん

を
結け

っ

成せ
い

せ
よ
」

と
迫せ

ま
っ
た
。

　

４
回か

い

に
渡わ

た

っ
た
講こ

う

習し
ゅ
う

会か
い

を

通つ
う

じ
て
、
受じ

ゅ

講こ
う

者し
ゃ

の
精せ

い

神し
ん

の

高こ
う

揚よ
う

状じ
ょ
う

態た
い

は
、
異い

常じ
ょ
うな

ほ

ど
の
モ
ノ
が
あ
っ
た
。
そ
の
雰ふ

ん

囲い

気き

は
１
９
４
１
年ね

ん

の
４
回か

い

目め

の
講こ

う

習し
ゅ
う

会か
い

で
最さ

い

高こ
う

潮ち
ょ
うに

達た
っ

し
、
終

し
ゅ
う

了り
ょ
う

後ご

の
６
月が

つ

２
９
日に

ち

「
全ぜ

ん

伯ぱ
く

産さ
ん

業ぎ
ょ
う

組く
み

合あ
い

青せ
い

年ね
ん

連れ
ん

（１５）

増ま
す

子こ

利と
し

栄え
い

さ
ん

『原
はら

口
ぐち

さんのお弁
べん

当
とう

』

□
コ
ロ
ナ
禍か

緊き
ん

急き
ゅ
う

日に
っ

誌し

□

（２）２０２０年 第５４７３号	 ４月	２３日	（木曜日）

39020835032&
set=

pcb.3
2

5
8

4
3

9
1

8
4

1
6

8349&
type=3&

theat
er

）
で
公こ

う

表ひ
ょ
うさ

れ
た
。

　

２
１
日に

ち

に
投と

う

稿こ
う

さ
れ
て
以い

来ら
い

、
２
２
日に

ち

午ご

後ご

３
時じ

時じ

点て
ん

で
２
万ま

ん

３
千ぜ

ん

件け
ん

も
の
反は

ん

応の
う

ボ

タ
ン
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上じ

ょ
うで

押お

さ
れ
、

４
１
５
０
件け

ん

も
の
お
悔く

や
み

の
コ
メ
ン
ト
が
書か

き
込こ

ま
れ
、

９
千せ

ん

回か
い

も
シ
ェ
ア
ー
さ
れ
た
。

　

ミ
ヤ
ケ
市し

議ぎ

に
よ
る
と
、

兄あ
に

は
数す

う

週し
ゅ
う

間か
ん

前ま
え

に
深し

ん

刻こ
く

な
症

し
ょ
う

状じ
ょ
うで

入
に
ゅ
う

院い
ん

す
る
直

ち
ょ
く

前ぜ
ん

ま
で
、

最さ
い

前ぜ
ん

線せ
ん

で
コ
ロ
ナ
治ち

療り
ょ
うの

対た
い

応お
う

に
当あ

た
っ
て
い
た
。
発は

つ

熱ね
つ

な

ど
の
症

し
ょ
う

状じ
ょ
うに

よ
り
入

に
ゅ
う

院い
ん

し
た

が
、
症

し
ょ
う

状じ
ょ
うは

急
き
ゅ
う

速そ
く

に
悪あ

っ

化か

し

帯た
い

ア
プ
リ
の
Ｒ
ａ
ｐ
ｐ
ｉ 

（https://w
w

w
.rappi.

com
.br/

）
に
よ
る
受う

け
渡わ

た

し
も
可か

能の
う

と
の
こ
と
。

　

営え
い

業ぎ
ょ
うは

月げ
つ

～
土ど

曜よ
う

日び

（
祝

し
ゅ
く

日じ
つ

含ふ
く

む
）
１
０
時じ

３
０
分ぷ

ん

～

１
６
時じ

ま
で
（
ラ
ス
ト
オ
ー

ダ
ー
１
６
時じ

）。
販は

ん

売ば
い

期き

間か
ん

は
ク
ア
レ
ン
テ
ー
ナ
終

し
ゅ
う

了り
ょ
う

予よ

定て
い

日び

の
５
月が

つ

１
０
日か

ま
で
。

　

注
ち
ゅ
う

文も
ん

は
電で

ん

話わ(

１
１
・
３ 

２
０
８
・８
８
１
９
）
か
、
マ

ル
ガ
リ
ー
ダ
さ
ん
の
ワ
ッ
ツ
ア

ッ
プ
（
１
１
・
９
７
６
７
７ 

・
４
９
１
０
）
ま
で
。
店み

せ

所し
ょ

在ざ
い

地ち

（R
u

a B
arao d

e 
Ig

u
ap

e, 8
9

, L
ib

er -
dade

）

く
な
っ
た
事こ

と

が
、
実じ

っ

弟て
い

で
モ
ジ

市し

議ぎ

の
ク
ラ
ウ
ジ
オ
・
ミ
ヤ

ケ
さ
ん
（
５
４
）
の
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
（h

ttp
s://w

w
w

.
faceb

ook.com
/p

h
o 

to.p
h

p
?fbid=3

2
5

8
4

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ミ
ヤ
ケ
医い

師し

出で

始は
じ

め
た
後あ

と

、
急

き
ゅ
う

速そ
く

に
病

び
ょ
う

状
じ
ょ
う

が
悪あ

っ

化か

。
１
９
日に

ち

未み

明め
い

に
は

呼こ

吸き
ゅ
う

困こ
ん

難な
ん

に
陥お

ち
い

り
、
パ
ラ
ー

州し
ゅ
うに

住す

む
家か

族ぞ
く

に
「
具ぐ

合あ
い

が

悪わ
る

く
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読よ

み
と

れ
な
い
」
と
書か

き
送お

く
っ
た
後あ

と

に

入に
ゅ
う

院い
ん

。
病

び
ょ
う

院い
ん

側が
わ

も
手て

を
尽つ

く

し
た
が
、
２
０
日か

に
亡な

く
な
っ

た
。

　

同ど
う

医い

師し

が
住す

ん
で
い
た
聖せ

い

市し

南な
ん

部ぶ

の
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

住じ
ゅ
う

民み
ん

、
Ｕ
Ｐ
Ａ
を
運う

ん

営え
い

す
る

聖せ
い

市し

の
団だ

ん

体た
い

と
Ｓ
Ｂ
Ｃ
市し

は

各お
の

々お
の

、
同ど

う

医い

師し

を
顕け

ん

彰し
ょ
うし

、

弔ち
ょ
う

意い

を
表

ひ
ょ
う

明め
い

。
同ど

う

医い

師し

の
姉し

妹ま
い

と
父ち

ち

親お
や

も
、
遺い

体た
い

引ひ

き
取と

り
と
埋ま

い

葬そ
う

の
た
め
に
パ
ラ
ー

州し
ゅ
うか

ら
来く

る
予よ

定て
い

だ
。

　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
死し

者し
ゃ

は
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

や
慢ま

ん

性せ
い

疾し
っ

患か
ん

患か
ん

者じ
ゃ

な
ど

が
多お

お

い
が
、
聖せ

い

市し

の
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

の
６
３
・
３
％
は
５
０
歳さ

い

未み

満ま
ん

だ
。
リ
マ
医い

師し

は
呼こ

吸き
ゅ
う

器き

系け
い

疾し
っ

患か
ん

も
な
く
、
薬く

す
り

も
使つ

か

っ

て
い
な
か
っ
た
と
同ど

う

僚り
ょ
うは

言い

う

が
、
過か

労ろ
う

で
免め

ん

疫え
き

力り
ょ
くが

落お

ち

て
い
た
可か

能の
う

性せ
い

も
あ
る
。

　

同ど
う

医い

師し

が
働は

た
ら

い
て
い
た
イ

タ
ケ
ー
ラ
を
含ふ

く

む
聖せ

い

市し

東と
う

部ぶ

は
２
０
～
４
９
歳さ

い

の
人じ

ん

口こ
う

比ひ

率り
つ

が
高た

か

い
。
コ
ラ
ム
子し

も
住す

ん
で
い
る
が
、
知ち

人じ
ん

の
娘む

す
め

な
ど
、
コ
ロ
ナ
で
死し

亡ぼ
う

す
る
若わ

か

者も
の

の
話は

な
しも

よ
く
聞き

く
。

　

聖せ
い

市し

で
最も

っ
と

も
同ど

う

病び
ょ
う

死し

者し
ゃ

が

多お
お

い
の
は
、
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
くに

従
し
た
が

わ
な
い
店み

せ

や
住

じ
ゅ
う

民み
ん

が
多お

お

い
北ほ

く

西せ
い

部ぶ

の
ブ
ラ
ジ
ラ
ン
デ
ィ
ア
だ

と
い
う
。
不ふ

特と
く

定て
い

多た

数す
う

の
人ひ

と

と
の
接せ

っ

触し
ょ
くが

減へ

ら
な
い
と
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

は
止と

ま
ら
な
い
。

　

医い

療り
ょ
う

従じ
ゅ
う

事じ

者し
ゃ

な
ど
の
生せ

い

活か
つ

必ひ
つ

需じ
ゅ

サ
ー
ビ
ス
従

じ
ゅ
う

事じ

者し
ゃ

が

自み
ず
から

の
命い

の
ち

を
危き

険け
ん

に
晒さ

ら

し
て

奔ほ
ん

走そ
う

し
て
く
れ
て
い
る
気き

持も

ち
に
応こ

た

え
る
意い

味み

で
も
、
今い

ま

は
ま
ず
、
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

抑よ
く

制せ
い

へ

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを

求も
と

め
た
い
。　
（
み
） 

樹   

海

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

は
止と

ま
ら
ず
、
医い

療
り
ょ
う

現げ
ん

場ば

の
医い

師し

や
看か

ん

護ご

師し

の
感か

ん

染せ
ん

例れ
い

も
増ふ

え
て
い
る
。

　

２
０
日か

に
亡な

く
な
っ
た
、

聖せ
い

市し

東と
う

部ぶ

イ
タ
ケ
ー
ラ
の
救

き
ゅ
う

急き
ゅ
う

診し
ん

療り
ょ
う

所じ
ょ

（
Ｕ
Ｐ
Ａ
）
と

大だ
い

聖せ
い

市し

圏け
ん

サ
ン
ベ
ル
ナ
ル
ド
・

ド・カ
ン
ポ（
Ｓ
Ｂ
Ｃ
）市し

ル
ー

ジ
・
ラ
モ
ス
の
Ｕ
Ｐ
Ａ
で
勤き

ん

務む

し
て
い
た
フ
レ
デ
リ
コ
・
シ

ウ
ヴ
ァ
・
リ
マ
医い

師し

（
３
２
）

も
そ
の
一ひ

と

人り

だ
。

　

同ど
う

医い

師し

は
１
７
日に

ち

に
咳せ

き

が

じ
ゅ
　
　
か
い

　

１
９
３
９
年ね

ん

の
年ね

ん

頭と
う

に
は
、

コ
チ
ア
の
機き

関か
ん

誌し

で
、
こ
う

唱と
な

え
て
い
る
。

　
「
我わ

れ

々わ
れ

は
、
此こ

処こ

ブ
ラ
ジ
ル

で
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

組く
み

合あ
い

を
組そ

織し
き

し
た
。

組く
み

合あ
い

運う
ん

動ど
う

の
究

き
ゅ
う

極き
ょ
くの

目も
く

的て
き

は
、

新あ
た
らし

い
社し

ゃ

会か
い

の
建け

ん

設せ
つ

に
あ
る
。

新あ
た
らし

い
社し

ゃ

会か
い

と
は
な
ん
で
あ

産さ
ん

青せ
い

連れ
ん

（
下げ

）

　

１
９
３
８
年ね

ん

、
下し

も

元も
と

健け
ん

吉き
ち

は
動う

ご

き
始は

じ

め
た
。
中

ち
ゅ
う

央お
う

会か
い

に

属ぞ
く

す
る
組く

み

合あ
い

を
各か

く

地ち

に
訪お

と
ずれ

、

若わ
か

者も
の

に
産さ

ん

組く
み

論ろ
ん

を
説と

き
、
目も

く

標ひ
ょ
うを

与あ
た

え
奮ふ

ん

起き

さ
せ
、
結け

っ

集
し
ゅ
う

さ
せ
よ
う
と
し
た
。

　

医い

師し

の
フ
ェ
ル
ア
ン
ド
・
ミ

ヤ
ケ
さ
ん
（
５
６
歳さ

い

、
聖せ

い

州
し
ゅ
う

モ
ジ
・
ダ
ス
・
ク
ル
ー
ゼ
ス

市し

）
が
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｃ
ｏ
ｖ
ｉ
ｄ
１
９
）
に
感か

ん

染せ
ん

し
、
２
１
日に

ち

の
明あ

け
方が

た

亡な

フェルナンド・ミヤケ医
い

師
し

（フェイスブック
より）

１
５
レ
ア
ル
だ
っ
た
。
ニ
ュ
ー

ス
番ば

ん

組ぐ
み

で
み
た
ら
２
０
レ
ア

ル
で
売う

っ
て
い
る
ス
ー
パ
ー
も

多お
お

い
と
か
。
に
も
関か

か

わ
ら
ず
、

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
な
ど
の
イ
ン
フ
レ

物ぶ
っ

価か

指し

数す
う

の
数す

う

値ち

は
異い

常じ
ょ
うに

低ひ
く

い
ま
ま
。
次じ

回か
い

の
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ａ
発は

っ

表ぴ
ょ
うで

も
イ
ン
フ
レ
率り

つ

が

異い

常じ
ょ
うな

上あ

が
り
方か

た

を
記き

録ろ
く

し

な
い
な
ら
、「
〃
誰だ

れ

か
〃
が
数す

う

字じ

を
操そ

う

作さ

し
て
い
る
」
と
い

う
噂う

わ
さ

が
広ひ

ろ

が
り
そ
う
だ
。
報ほ

う

道ど
う

に
よ
れ
ば
、
値ね

下さ

が
り
を

避さ

け
る
た
め
に
、
多お

お

く
の
農の

う

家か

は
出し

ゅ
っ
か荷

せ
ず
に
は
畑は

た
け

で
泣な

く
泣な

く
潰つ

ぶ

し
て
い
る
と
の
話

は
な
し

も
。
日に

っ

系け
い

農の
う

家か

は
大だ

い

損そ
ん

害が
い

を

被か
ぶ

っ
て
い
る
に
違ち

が

い
な
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
２
日に

ち

（
水す

い

）
朝あ

さ

か
ら
、

モジ市
し

コ
ロ
ナ
患か

ん

者じ
ゃ

対た
い

応お
う

し
た
日に

っ

系け
い

医い

師し

死し

亡ぼ
う

の
日ひ

の
食

し
ょ
く

料り
ょ
うも

得え

ら
れ
ず
、

店み
せ

に
は
食た

べ
物も

の

を
恵め

ぐ

ん
で
も

ら
お
う
と
す
る
人ひ

と

の
行

ぎ
ょ
う

列れ
つ

が

で
き
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
い
ず

れ
深し

ん

刻こ
く

な
問も

ん

題だ
い

が
起お

き
る
と

　

世せ

界か
い

金き
ん

融ゆ
う

危き

機き

の
直

ち
ょ
く

後ご

、

２
０
０
９
年ね

ん

の
不ふ

況き
ょ
う

時じ

に
は

「
社し

ゃ

宅た
く

を
追お

い
出だ

さ
れ
、
文も

字じ

通ど
お

り
路ろ

頭と
う

に
迷ま

よ

う
ブ
ラ
ジ

ル
人じ

ん

が
多た

数す
う

発は
っ

生せ
い

し
た
。
そ

週し
ゅ
う

間か
ん

治ち

療り
ょ
うを

受う

け
て
い
た
。

市し

議ぎ

は
「
兄あ

に

の
様よ

う

態た
い

は
良よ

く

な
っ
た
り
、
急

き
ゅ
う

変へ
ん

し
た
り
、
ジ

ェッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
よ
う
に

上じ
ょ
う

下げ

を
繰く

り
返か

え

し
た
」
と
書か

く
。

　

医い

師し

は
住す

ま
い
の
あ
る
サ

ン
ト
ア
ン
ド
レ
市し

に
埋ま

い

葬そ
う

さ

れ
た
。「
コ
ロ
ナ
の
た
め
に
葬そ

う

式し
き

も
で
き
ず
、
あ
っ
と
い
う
間ま

に
埋ま

い

葬そ
う

さ
れ
、
さ
よ
な
ら
を

言い

う
こ
と
す
ら
出で

来き

な
か
っ

た
」
と
深ふ

か

い
悲か

な

し
み
を
明あ

か

し
た
。

　

ミ
ヤ
ケ
市し

議ぎ

は
「
兄あ

に

は
医い

師し

と
し
て
の
使し

命め
い

を
果は

た
し

た
。本ほ

ん

物も
の

の
ヒ
ー
ロ
ー
だ
っ
た
」

と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
書か

き
記し

る

し
て
敬け

い

意い

を
表あ

ら
わし

、「
新し

ん

型が
た

コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
人じ

ん

種し
ゅ

、
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う、

職
し
ょ
く

業ぎ
ょ
う、

社し
ゃ

会か
い

的て
き

地ち

位い

、

年ね
ん

齢れ
い

関か
ん

係け
い

な
く
命い

の
ち

を
奪う

ば

っ
て

い
き
ま
す
。
多お

お

く
の
医い

療り
ょ
う

専せ
ん

門も
ん

家か

も
亡な

く
な
っ
て
い
る
。
私

わ
た
し

た
ち
も
こ
の
ウ
イ
ル
ス
と
戦た

た
か

う

た
め
に
目も

く

標ひ
ょ
うを

一ひ
とつ

に
し
な
け

れ
ば
」
と
コ
ロ
ナ
禍か

を
克こ

く

服ふ
く

の

た
め
の
決け

つ

意い

を
表あ

ら
わし

て
い
る
。

２
０
日か

に
執と

り
行お

こ
なわ

れ
た
。

　

山や
ま
 
し
た下

さ
ん
は
１
９
３
４
年ね

ん

２
月が

つ

７
日か

、
京

き
ょ
う

都と

府ふ

生う

ま

れ
。
京

き
ょ
う

都と

府ふ

立り
つ
め
い
か
ん

命
館
高こ

う
 
こ
う校

を
中ち

ゅ
う
た
い退

。
１
９
５
３
年ね

ん

８
月が

つ

に
渡と

伯は
く

。
１
９
５
３
年ね

ん

か
ら

６
５
年ね

ん

ま
で
聖

せ
い
 
し
ゅ
う

州
リ
ベ
イ
ロ

ン
・
プ
レ
ッ
ト
市し

ボ
ア
・
エ

ス
ぺ
ラ
ン
サ
農の

う
 
え
ん園

で
就

し
ゅ
う
 
の
う

農
。

６
５
年ね

ん

に
は
４
カ
月げ

っ
 
か
ん間

、

東と
う
 
ざ
ん山

銀ぎ
ん
 
こ
う行

サ
ン
ト
ア
マ
ロ

支し
 
て
ん店

に
就

し
ゅ
う
 
し
ょ
く

職
。

　

６
９
年ね

ん

に
日に

 
ほ
ん本

移い
 
み
ん民

援え
ん
 
ご護

協き
ょ
う
 
か
い

会
（
現げ

ん

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ
 
ぱ
く伯

援え
ん
 
ご護

協き
ょ
う
 
か
い会

）
に
就

し
ゅ
う
 
し
ょ
く

職
。

７
７
年ね

ん

か
ら
８
８
年ね

ん

ま
で

援え
ん

協き
ょ
う

事じ
 
む
 
き
ょ
く

務
局
次じ

 
ち
ょ
う長

、
８
８

年ね
ん

か
ら
８
９
年ね

ん

に
は
日に

っ
 
ぱ
く伯

友ゆ
う
 
こ
う好

病び
ょ
う
 
い
ん院

事じ
 
む
 
ち
ょ
う

務
長
補ほ

 
さ佐

、
８
９
年ね

ん

か
ら
９
７
年ね

ん

ま
で

同ど
う
 
び
ょ
う
 
い
ん

病
院
事じ

 
む
 
ち
ょ
う

務
長
、
９
８
年ね

ん

か
ら
２
０
０
４
年ね

ん

ま
で
援え

ん

協
き
ょ
う

事じ
 
む務

局き
ょ
く
 
ち
ょ
う

長
を
務つ

と

め
、
０
５

年ね
ん

に
退

た
い
 
し
ょ
く

職
し
た
。

　

そ
の
後ご

、
援

え
ん
 
き
ょ
う協

常じ
ょ
う
 
に
ん任

理り
 
じ事

、
赤あ

か

星ぼ
し

式し
き

音お
ん
 
が
く楽

療り
ょ
う
 
ほ
う法

会か
い
 
ち
ょ
う

長
、
援

え
ん
 
き
ょ
う協

専せ
ん
 
に
ん任

理り
 
じ事

、

友ゆ
う
 
こ
う好

病び
ょ
う
 
い
ん院

経け
い
 
え
い営

審し
ん
 
ぎ
 
か
い

議
会

委い
 
い
ん員

、
赤あ

か

星ぼ
し

式し
き

音お
ん
 
が
く楽

療り
ょ
う
 
ほ
う法

評ひ
ょ
う
 
ぎ
 
い
ん

議
員
会か

い
 
ち
ょ
う

長
、
援

え
ん
 
き
ょ
う協

副ふ
く

会か
い
 
ち
ょ
う長

、
同ど

う

病び
ょ
う
 
い
ん院

経け
い
 
え
い営

審し
ん
 
ぎ
 
か
い

議
会
副ふ

く

会か
い
 
ち
ょ
う

長
、
１
７
年ね

ん

か
ら
現

げ
ん
 
し
ょ
く

職
の
援え

ん

協き
ょ
う

評ひ
ょ
う
 
ぎ
 
い
ん

議
員

会か
い

副ふ
く

会か
い
 
ち
ょ
う

長
を
歴れ

き
 
に
ん任

し
た
。

　

そ
れ
ら
の
功こ

う
 
せ
き績

で
１
５
年ね

ん

に
外が

い
 
む務

大だ
い
 
じ
ん臣

表
ひ
ょ
う
 
し
ょ
う

彰
受じ

ゅ
 
し
ょ
う

賞
、

１
９
年ね

ん

に
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

名め
い
 
よ誉

市し
 
み
ん民

賞し
ょ
うを

受
じ
ゅ
 
し
ょ
う

賞
し
た
。

や
た
ら
と
車く

る
ま

が
増ふ

え
た
感か

ん

じ

だ
。
２
０
日か

か
ら
「
ド
リ
ア

聖せ
い

州し
ゅ
う

知ち

事じ

が
、
５
月が

つ

１
１

日に
ち

か
ら
段だ

ん

階か
い

的て
き

に
経け

い

済ざ
い

活か
つ

動ど
う

を
解か

い

除じ
ょ

す
る
こ
と
を
決き

め
た
。

近き
ん

日じ
つ

中ち
ゅ
うに

正せ
い

式し
き

発は
っ

表ぴ
ょ
うす

る
」

と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流な

が

れ
始は

じ

め
た

せ
い
も
あ
り
そ
う
。
先せ

ん

週し
ゅ
うか

ら
大た

い

半は
ん

の
バ
ー
ル
は
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
半は

ん

分ぶ
ん

開あ

け
て
、
ヴ
ィ
ア

ー
ジ（
持も

ち
帰か

え

り
）を
始は

じ

め
た
。

３
月が

つ

２
４
日か

に
開か

い

始し

さ
れ
た

外が
い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
く

令れ
い

だ
が
、
１
カ

月げ
つ

に
し
て
先さ

き

が
見み

え
始は

じ

め
た

感か
ん

じ
か
。
た
だ
し
聖せ

い

州し
ゅ
うの

感か
ん

染せ
ん

増ぞ
う

加か

ピ
ー
ク
は
４
月が

つ

末ま
つ

か

ら
５
月が

つ

と
予よ

測そ
く

さ
れ
て
お
り
、

本ほ
ん

来ら
い

な
ら
、
こ
れ
か
ら
が
感か

ん

染せ
ん

抑お
さ

え
込こ

み
の
本ほ

ん

番ば
ん

の
は
ず
。

本ほ
ん

当と
う

に
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

？

盟め
い

」
が
結け

っ

成せ
い

さ
れ
た
。

　

委い

員い
ん

長ち
ょ
うに

は
下し

も

元も
と

健け
ん

吉き
ち

が
選せ

ん

出し
ゅ
つさ

れ
た
。
後の

ち

に
盟め

い

友ゆ
う

５
千せ

ん

、
邦ほ

う

人じ
ん

史し

上じ
ょ
う、

最さ
い

大だ
い

の

組そ

織し
き

と
い
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
。

　

下し
も

元も
と

は
、
一い

っ

旦た
ん

こ
う
と
思お

も

っ
た
こ
と
は
何な

に

が
な
ん
で
も
や

り
抜ぬ

く
性せ

い

格か
く

で
、
そ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
凄す

さ

ま
じ
か
っ
た
。

　

か
く
し
て
、
日に

っ

系け
い

農の
う

業ぎ
ょ
う

界か
い

を
網も

う

羅ら

す
る
新し

ん

社し
ゃ

会か
い

を
建け

ん

設せ
つ

す
る
―
―
と
い
う
目め

も
眩く

ら

む

よ
う
な
大だ

い

事じ

業ぎ
ょ
うに

手て

を
か
け

た
の
で
あ
る
。

　

郷
き
ょ
う

関か
ん

を
出い

で
て
か
ら
２
７

当と
う

、
③
と
ん
か
つ
カ
レ
ー
弁べ

ん

当と
う

、
④
牛ぎ

ゅ
うカ

ツ
カ
レ
ー
弁べ

ん

当と
う

、

⑤
焼や

き
う
ど
ん
弁べ

ん

当と
う

、
⑥
焼や

き
鮭さ

け

弁べ
ん

当と
う

、
⑦
牛ぎ

ゅ
うし

ょ
う
が

焼や

き
弁べ

ん

当と
う

、
⑧
豚ぶ

た

し
ょ
う
が

焼や

き
弁べ

ん

当と
う

。

　

今こ
ん

月げ
つ

中ち
ゅ
うは

店て
ん

頭と
う

で
の
手て

渡わ
た

し
が
基き

本ほ
ん

だ
が
、
携け

い

思お
も

い
、
市し

役や
く

所し
ょ

に

何な
ん

度ど

も
足あ

し

を
運は

こ

ん

で
支し

援え
ん

を
要よ

う

請せ
い

し

た
。そ
の
結け

っ

果か『
が

ん
ば
れ
！
ブ
ラ
ジ

ル
人じ

ん

会か
い

議ぎ

』
が
組そ

織し
き

さ
れ
、
食

し
ょ
く

料
り
ょ
う

支し

援え
ん

活か
つ

動ど
う

や
生せ

い

活か
つ

再さ
い

建け
ん

支し

援え
ん

活か
つ

動ど
う

を
行お

こ
な

う
こ
と
が

で
き
た
」
と
振ふ

り

返か
え

る
。

　

今こ
ん

回か
い

の
雇こ

用よ
う

危き

機き

に
対た

い

し
て
も

「
皆み

な

で
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし

合あ

っ
て
乗の

り
越こ

え
て

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ
 
ぱ
く伯

援え
ん
 
ご護

協き
ょ
う
 
か
い会

の
元も

と

事じ
 
む務

局き
ょ
く
 
ち
ょ
う

長
、

山や
ま
 
し
た下

忠た
だ
 
お男

さ
ん
が
１
９
日に

ち

、

日に
っ
 
ぱ
く伯

友ゆ
う
 
こ
う好

病び
ょ
う
 
い
ん

院
で
亡な

く
な

っ
た
。
２
年ね

ん
 
ま
え前

か
ら
癌が

ん

を
患

わ
ず
ら

い
闘

と
う
 
び
ょ
う病

生せ
い
 
か
つ活

を
送お

く
っ
て
い
た
。

享き
ょ
う
 
ね
ん

年
８
６
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
自じ

 
し
ゅ
く粛

要よ
う
 
せ
い請

が
出で

て
い
る

た
め
、
葬そ

う
 
ぎ儀

は
親し

ん
 
ぞ
く族

だ
け
で

山
やま した

下忠
ただ お

男さん

山や
ま

下し
た

忠た
だ

男お

さ
ん

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に
っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

元も
と

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
う

年ね
ん

、
４
３
歳さ

い

で
あ
っ
た
。
高こ

う

知ち

県け
ん

高た
か

岡お
か

郡ぐ
ん

半は

山や
ま

村む
ら

で
過す

ご

し
た
少

し
ょ
う

年ね
ん

時じ

代だ
い

、
そ
し
て
そ

の
後ご

の
青せ

い

年ね
ん

時じ

代だ
い

に
育は

ぐ
く

ん
だ

志こ
こ
ろ
ざ
しが

、
遂つ

い

に
現げ

ん

実じ
つ

の
も
の
に

な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

　

な
お
、
産さ

ん

青せ
い

連れ
ん

運う
ん

動ど
う

は
、

コ
チ
ア
産さ

ん

組ぐ
み

に
於お

い
て
は
、

組く
み

合あ
い

員い
ん

増ぞ
う

に
大お

お

き
く
影え

い

響き
ょ
うし

た
。
そ
の
数か

ず

は
１
９
４
１
年ね

ん

に
２
千せ

ん

人に
ん

を
超こ

し
た
。
自し

然ぜ
ん

、

事じ

業ぎ
ょ
う

量り
ょ
うも

伸の

び
た
。
邦ほ

う

人じ
ん

農の
う

家か

の
青せ

い

年ね
ん

層そ
う

に
広ひ

ろ

ま
っ
た

下し
も

元も
と

人に
ん

気き

に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

可か

能の
う

な
の
で
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く

弁べ
ん

当と
う

と

な
っ
た
。

　

担た
ん

当と
う

す
る
原は

ら

口ぐ
ち

政ま
さ

信の
ぶ

さ
ん

は
店て

ん

主し
ゅ

マ
ル
ガ
リ
ー
ダ
さ
ん

の
夫お

っ
と

に
し
て
、
４
０
年ね

ん

の
歴れ

き

史し

を
誇ほ

こ

っ
た
聖せ

い

市し

屈く
っ

指し

の
有ゆ

う

名め
い

日に

本ほ
ん

食し
ょ
くレ

ス
ト
ラ
ン
「
サ

ン
ト
リ
ー
」
や
日に

本ほ
ん

食し
ょ
くレ

ス

ト
ラ
ン
「
伴ば

ん

」
で
腕う

で

を
ふ
る
っ

て
き
た
有ゆ

う

名め
い

シ
ェ
フ
。

　

８
種し

ゅ

類る
い

あ
り
、
価か

格か
く

は
一い

ち

律り
つ

３
８
レ
ア
ル
。
メ
ニ
ュ
ー
は

以い

下か

の
通と

お

り
。
①
麻ま

ー
ぼ
ー婆

豆ど
う

腐ふ

弁べ
ん

当と
う

、
②
唐か

ら

揚あ

げ
カ
レ
ー
弁べ

ん

　

外が
い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
く

令れ
い

開か
い

始し

か
ら

１
カ
月げ

つ

、
聖せ

い

市し

リ
ベ
ル
ダ
ー

デ
区く

バ
ロ
ン
・
デ
・
イ
グ
ア
ッ

ペ
街が

い

の
居い

酒ざ
か

屋や

「
一い

っ

茶さ

」
が

２
２
日に

ち

（
水す

い

）
か
ら
、
８
種し

ゅ

類る
い

の
『
原は

ら

口ぐ
ち

さ
ん
の
お
弁べ

ん

当と
う

』

を
始は

じ

め
た
。
ク
ア
レ
ン
テ
ー
ナ

（
検け

ん

疫え
き

）
中ち

ゅ
う、

飲い
ん

食し
ょ
く

店て
ん

は
デ

リ
バ
リ
ー
（
配は

い

達た
つ

）
と
ヴ
ィ

ア
ー
ジ
（
持も

ち
帰か

え

り
）
の
み

日に

本ほ
ん

行ゆ

き
の
便び

ん

が
激げ

き

減げ
ん

す
る

中な
か

、
２
日か

に
日に

本ほ
ん

へ
戻も

ど
っ
た
。

１
９
年ね

ん

に
は
浜は

ま

松ま
つ

市し

か
ら
「
第だ

い

二に

回か
い

は
ま
ま
つ
多た

文ぶ
ん

化か

共き
ょ
う

生せ
い

活か
つ

動ど
う

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う」

を
贈お

く

ら
れ
て
い
る
。

　

先せ
ん

月げ
つ

２
１
日に

ち

に

開か
い

催さ
い

予よ

定て
い

だ
っ
た

全ぜ
ん

伯ぱ
く

王お
う

将し
ょ
う

戦せ
ん

大た
い

会か
い

に
参さ

ん

加か

す
る
た
め
、

一い
ち

時じ

帰き

伯は
く

し
て
い

た
。
コ
ロ
ナ
災さ

い

禍か

で

て
数す

う

日じ
つ

後ご

に
は
呼こ

吸き
ゅ
う

困こ
ん

難な
ん

に
陥お

ち
いり

、
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

治ち

療り
ょ
う

室し
つ

で
数す

う
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☆都
つごう

合により放
ほうそう

送時
じかん

間、番
ばんぐみ

組内
ないよう

容が変
へんこう

更されている

場
ばあい

合もあります。

☆記
きさい

載されている放
ほうそう

送時
じかん

間はブラジリア時
じかん

間です。

	 月
がつ

	 日
か

（土
ど

）まで

	 月
がつ

	 日
にち

（日
にち

）から

	 5	 2	

「猫を棄てる　父親について語るとき」（共同）

「
い
の
ち
と
向
き
合
う
川
柳
」
を
特
集
し
た

「
現
代
川
柳
」
第
７
２
号
（
共
同
）

「砂時計　癒えてゆくもの癒えぬこと」（兵庫・茉
莉亜まり）。阪神大震災２５年の追悼集会では多く
の人々が祈りをささげた＝１月１７日、神戸市（共同）

17
音
字
に
震
災
復
興
へ
の
思
い

☆にっぽん百
ひゃく

名
めい

山
さん

☆
西
にし

穂
ほ

独
どっ

標
ぴょう

（標
ひょう

高
こう

2701 ｍ 岐
ぎ

阜
ふ

・長
なが

野
の

）
月
げつ

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

 3:30
　北

きた

アルプスが白
はく

銀
ぎん

に輝
かがや

く季
き

節
せつ

、雪
ゆき

山
やま

の醍
だい

醐
ご

味
み

と穂
ほ

高
たか

連
れん

峰
ぽう

の展
てん

望
ぼう

を満
まん

喫
きつ

する 1 泊
ぱく

2 日
か

の山
やま

旅
たび

。岐
ぎ

阜
ふ

の新
しん

穂
ほ

高
たか

温
おん

泉
せん

からロープウェイで標
ひょう

高
こう

2156m の展
てん

望
ぼう

台
だい

へ、雪
ゆき

煙
けむり

が舞
ま

う西
にし

穂
ほ

高
たか

岳
だけ

に歓
かん

声
せい

が上
あ

がる。目
め

指
ざ

すは山
さん

頂
ちょう

手
て

前
まえ

にそびえる岩
いわ

峰
みね

・
西
にし

穂
ほ

独
どっ

標
ぴょう

。スノーシューをつけ新
しん

雪
せつ

の登
と

山
ざん

道
どう

を
たどって、輝

かがや

く霧
む

氷
ひょう

の森
もり

を登
のぼ

る。野
や

鳥
ちょう

のさえず
りに春

はる

の息
い

吹
ぶき

を感
かん

じ、森
しん

林
りん

限
げん

界
かい

を超
こ

え西
にし

穂
ほ

山
さん

荘
そう

で一
いっ

泊
ぱく

。翌
よく

朝
あさ

、ご来
らい

光
こう

が白
はく

銀
ぎん

のアルプスを染
そ

め
ると、アイゼンをつけ烈

れっ

風
ぷう

の稜
りょう

線
せん

へ。風
ふう

紋
もん

の雪
せつ

面
めん

を踏
ふ

んで、険
けわ

しい岩
いわ

の独
どっ

標
ぴょう

を極
きわ

め、北
きた

アルプ
スの荘

そう

厳
ごん

な絶
ぜっ

景
けい

を望
のぞ

む。上
かみ

高
こう

地
ち

の知
し

られざる冬
ふゆ

の景
けい

観
かん

も紹
しょう

介
かい

。SNS で大
だい

人
にん

気
き

の「やさしい山
やま

の
お天

てん

気
き

教
きょう

室
しつ

」を主
しゅ

宰
さい

する西
にし

穂
ほ

山
さん

荘
そう

の主
しゅ

人
じん

に、雪
ゆき

山
やま

の観
かん

天
てん

望
ぼう

気
き

を教
おそ

わる。

☆よるドラ　いいね！光
ひかる

源
げん

氏
じ

くん☆
第

だい

五
ご

絵
え

巻
まき

「恋
こい

は食
しょく

品
ひん

さんぷる？」
土
ど

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

11:30
　沙

さ

織
おり

（伊
い

藤
とう

沙
さ

莉
いり

）の部
へ

屋
や

が手
て

狭
ぜま

なため、中
ちゅう

将
じょう

（桐
きり

山
やま

漣
れん

）をカイン（神
かみ

尾
お

楓
ふう

珠
じゅ

）の豪
ごう

邸
てい

で居
い

候
そうろう

さ
せてもらうことにする光

ひかる

（千
ち

葉
ば

雄
ゆう

大
だい

）たち。カ
インはホストクラブに勤

つと

めており、中
ちゅう

将
じょう

もそこ
に体

たい

験
けん

入
にゅう

店
てん

するが、ナンバー１ホストのヒカル
に付

つ

いて接
せっ

客
きゃく

の様
よう

子
す

を見
み

て男
だん

女
じょ

のやり取
と

りに違
い

和
わ

感
かん

を覚
おぼ

える。一
いっ

方
ぽう

、光
ひかる

と沙
さ

織
おり

は、音
おと

沙
さ

汰
た

がな
い中

ちゅう

将
じょう

が元
げん

気
き

に過
す

ごしているのか心
しん

配
ぱい

になって
くる…。

☆ COOL JAPAN ～発
はっ

掘
くつ

！
かっこいいニッポン～☆

「定
てい

食
しょく

」
月
げつ

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

2:00
　スシ、ラーメンなど様

さま

々
ざま

な日
に

本
ほん

食
しょく

が世
せ

界
かい

で人
にん

気
き

となってきたなか、今
いま

世
せ

界
かい

が注
ちゅう

目
もく

している日
に

本
ほん

食
しょく

が「定
てい

食
しょく

」。日
に

本
ほん

の定
てい

食
しょく

チェーン店
てん

は、わ
ずか 10 年

ねん

ほどで世
せ

界
かい

８か国
こく

110 店
てん

舗
ぽ

を展
てん

開
かい

。
ニューヨークでは常

つね

に満
まん

席
せき

で、予
よ

約
やく

しないと数
すう

時
じ

間
かん

待
ま

ちの盛
せい

況
きょう

ぶり。人
にん

気
き

の秘
ひ

密
みつ

は安
やす

さと栄
えい

養
よう

バランスの良
よ

さ。一
いっ

品
ぴん

、コース料
りょう

理
り

が多
おお

い外
がい

国
こく

の料
りょう

理
り

に対
たい

し、同
どう

時
じ

に何
なん

品
ぴん

も食
た

べられて野
や

菜
さい

も
豊
ほう

富
ふ

な定
てい

食
しょく

の健
けん

康
こう

的
てき

なところがウケているとい
う。日

に

本
ほん

の「定
てい

食
しょく

」に秘
ひ

められた魅
み

力
りょく

を探
さぐ

って
いく。

　
【
共
同
】
文
芸
春
秋
は
、

作
家
の
村
上
春
樹
さ
ん
が
昨

年
５
月
に
月
刊
誌
「
文
芸
春

秋
」
で
公
表
し
、
不
仲
だ
っ

た
父
の
中
国
で
の
戦
時
体
験

な
ど
を
初
め
て
詳
述
し
た
手

記
を
書
籍
化
し
、「
猫
を
棄

て
る　

父
親
に
つ
い
て
語
る

と
き
」
と
題
し
て
４
月
２
３

日
に
発
売
す
る
。

　

書
籍
化
に
合
わ
せ
て
村
上

さ
ん
は
、
文
芸
春
秋
の
書
籍

情
報
サ
イ
ト
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
公
開
。
父
に
つ
い
て
長
年

書
き
あ
ぐ
ね
て
い
た
が
「
一

緒
に
猫
を
棄
て
に
行
っ
た
と

き
の
こ
と
を
ふ
と
思
い
出
し

て
、
そ
こ
か
ら
書
き
出
し
た

ら
、
文
章
は
思
い
の
ほ
か
す

ら
す
ら
と
自
然
に
出
て
き
た
」

と
明
か
し
た
。

　

さ
ら
に
「
戦
争
と
い
う
も

の
が
、
一
人
の
人
間
―
ご
く

普
通
の
市
民
だ
―
の
人
生
や

心
を
ど
れ
く
ら
い
大
き
く
変

え
て
し
ま
え
る
か
」
を
書
き

た
か
っ
た
と
す
る
一
方
、
個
人

的
な
事
実
と
し
て
静
か
に
示

し
た
か
っ
た
と
も
説
明
。「
僕

に
と
っ
て
は
ち
ょ
っ
と
特
別
な

意
味
を
持
つ
小
さ
な
書
物
で

あ
り
、い
ろ
ん
な
年
代
の
人
々

に
、
い
ろ
ん
な
読
み
方
を
し

「踏み跡にたたずんで」（共同）

「
現
代
川
柳
」４
３
０
句
掲
載

☆ダーウィンが来
き

た！☆
「台

たい

風
ふう

で出
しゅつ

現
げん

！多
た

摩
ま

川
がわ

　秘
ひ

密
みつ

の楽
らく

園
えん

」
日
にち

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

7:30
　番

ばん

組
ぐみ

では去
きょ

年
ねん

の春
はる

から東
とう

京
きょう

の多
た

摩
ま

川
がわ

に密
みっ

着
ちゃく

、
イタチの子

こ

育
そだ

てなど都
と

会
かい

のすぐそばに広
ひろ

がる豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

を紹
しょう

介
かい

してきた。ところが、去
きょ

年
ねん

10
月
がつ

、各
かく

地
ち

に記
き

録
ろく

的
てき

な大
おお

雨
あめ

を降
ふ

らせ、甚
じん

大
だい

な被
ひ

害
がい

をもたらした台
たい

風
ふう

19 号
ごう

の影
えい

響
きょう

で、多
た

摩
ま

川
がわ

も激
はげ

しく増
ぞう

水
すい

し一
いち

面
めん

の濁
だく

流
りゅう

と化
か

した。その直
ちょく

後
ご

、番
ばん

組
ぐみ

には全
ぜん

国
こく

から多
た

摩
ま

川
がわ

の動
どう

物
ぶつ

たちはどうしてい
るか、心

しん

配
ぱい

する声
こえ

が多
た

数
すう

寄
よ

せられた。果
は

たして
動
どう

物
ぶつ

たちはどうなったのか？　台
たい

風
ふう

直
ちょく

後
ご

、取
しゅ

材
ざい

班
はん

は春
はる

から撮
さつ

影
えい

を続
つづ

けてきた動
どう

物
ぶつ

カメラマンの
平
ひら

野
の

伸
のぶ

明
あき

さんとともに撮
さつ

影
えい

を再
さい

開
かい

。撮
さつ

影
えい

の現
げん

場
ば

は高
こう

層
そう

マンションや住
じゅう

宅
たく

街
がい

に挟
はさ

まれた中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

の
河
か

川
せん

敷
じき

、名
な

付
づ

けて「多
た

摩
ま

川
がわ

トライアングル」。一
いち

面
めん

背
せ

の高
たか

い草
くさ

や木
き

々
ぎ

などのうっそうとした緑
みどり

に
覆
おお

われる場
ば

所
しょ

だったが、台
たい

風
ふう

のあと、生
い

きもの
たちがより所

どころ

としていた緑
みどり

が流
なが

され、環
かん

境
きょう

は激
げき

変
へん

していた。わずかな痕
こん

跡
せき

を頼
たよ

りに自
じ

動
どう

撮
さつ

影
えい

カ
メラを仕

し

掛
か

けて探
さぐ

ると、獣
けもの

道
みち

にタヌキやキツネ
の姿
すがた

をとらえることに成
せい

功
こう

した。さらに、足
そく

跡
せき

をたどって河
か

川
せん

敷
じき

のあちこちに大
だい

小
しょう

さまざまの
水
みず

たまりを発
はっ

見
けん

。平
ひら

野
の

さん、この水
みず

たまりが生
い

きものを呼
よ

び寄
よ

せているのではないか？という。
狙
ねら

いは的
てき

中
ちゅう

。水
みず

たまりに張
は

り込
こ

んで撮
さつ

影
えい

すると、
さまざまな鳥

とり

や動
どう

物
ぶつ

たちが水
みず

飲
の

みや水
みず

浴
あ

びのた
めの水

みず

場
ば

として利
り

用
よう

していることが明
あき

らかに！
さらに、魚

さかな

を捕
とら

える狩
か

りの場
ば

として、重
じゅう

要
よう

な役
やく

割
わり

を果
は

たしていることも突
つ

き止
と

めた。川
かわ

とはつ
ながっていないのになぜか魚

さかな

がたくさんいたり、
突
とつ

如
じょ

水
みず

が増
ふ

えたり減
へ

ったり、なんとも奇
き

妙
みょう

な水
みず

たまり。台
たい

風
ふう

あとに出
しゅつ

現
げん

した秘
ひ

密
みつ

の楽
らく

園
えん

を活
かつ

用
よう

して生
い

き抜
ぬ

く動
どう

物
ぶつ

たちに密
みっ

着
ちゃく

！環
かん

境
きょう

の変
へん

化
か

にし
なやかに立

た

ち向
む

かう動
どう

物
ぶつ

たちの営
いとな

みを克
こく

明
めい

に記
き

録
ろく

した。

　
【
共
同
】
緑
の
森
を
散
策

し
て
い
た
と
す
る
。
木
漏
れ

日
を
浴
び
て
気
分
は
上
々
。

ふ
と
足
元
の
水
た
ま
り
に
目

を
や
る
と
、
赤
茶
け
た
枯
れ

木
だ
ら
け
の
異
世
界
が
映
り

込
み
、
奥
深
く
ま
で
広
が
っ

て
い
る
。
自
分
の
影
に
も
見

覚
え
が
な
い
。そ
の
光
景
に
、

惑
い
な
が
ら
も
目
が
離
せ
な

（
冨
永
愛
著
）

「
冨
永
愛

　

美
の
法
則
」

水
面
下
で
必
死
に
泳
ぐ
白
鳥

異
界
へ
い
ざ
な
う
掌
編
集

「
踏
み
跡
に
た
た
ず
ん
で
」

（
小
野
正
嗣
著
）

　
【
共
同
】
阪
神
大
震
災
か

ら
２
５
年
、
そ
し
て
東
日
本

大
震
災
か
ら
９
年
。
川
柳

誌
「
現
代
川
柳
」
は
最
新
の

第
７
２
号
で
「
い
の
ち
と
向

き
合
う
川
柳
」
と
題
す
る
特

集
を
組
み
、
全
国
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
１
３
２
人
の
震
災
・

復
興
句
４
３
０
句
余
り
を
掲

載
し
た
。
大
災
害
の
体
験
と

復
興
へ
の
思
い
を
１
７
音
字

で
伝
え
て
い

る
。

　
〈
太
陽
を

消
し
た
長

田
の
あ
の
煙
〉

（
兵
庫
・
斉

藤
幸
乃
）。

１
９
９
５

年
１
月
１
７

日
の
阪
神
大

震
災
に
よ
る

死
者
は
約

６
４
０
０

人
に
上
っ

た
。
神
戸
市

長
田
区
は
強

い
揺
れ
に
伴

う
火
災
で
約

４
８
０
０
棟
が
全
焼
。
家
々

が
燃
え
る
黒
煙
で
空
は
覆
わ

れ
た
。

　
〈
お
も
い
で
を
残
し
て
全
て

も
っ
て
か
れ
〉（
岩
手
・
辻

父
を
詳
述
「
猫
を
棄
て
る
」

村
上
春
樹
さ
ん
の
手
記
刊
行

☆イッピン☆
「さりげなく、“粋

いき

” に ～東
とう

京
きょう

 小
こ

紋
もん

・刺
し

しゅう・
浮
うき

世
よ

絵
え

～」
火

か

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

3:30
　江

え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

が庶
しょ

民
みん

に向
む

け相
あい

次
つ

いで出
だ

したしゃし
禁
きん

止
し

令
れい

。派
は

手
で

な模
も

様
よう

、鮮
あざ

やかな色
いろ

合
あ

いの着
き

物
もの

な
どが禁

きん

止
し

される中
なか

、江
え

戸
ど

の庶
しょ

民
みん

たちは目
め

立
だ

たな
いところで、こっそりオシャレとぜいたくを楽

たの

しんだ。そこから生
う

まれた美
び

学
がく

が “粋
いき

” で、さ
まざまな工

こう

芸
げい

品
ひん

が発
はっ

達
たつ

。その後
ご

も洗
せん

練
れん

を繰
く

り返
かえ

して現
げん

在
ざい

も注
ちゅう

目
もく

を集
あつ

めている。江
え

戸
ど

小
こ

紋
もん

の技
わざ

を
駆
く

使
し

したカーテンやクッション、江
え

戸
ど

刺
し

繍
しゅう

を施
ほどこ

したタペストリー、さらには浮
うき

世
よ

絵
え

の復
ふっ

刻
こく

など、
江
え

戸
ど

由
ゆ

来
らい

の工
こう

芸
げい

品
ひん

の「さりげないオシャレ」を
見
み

つめる。

鼻
伝
）。
２
０
１
１
年
３
月

１
１
日
の
東
日
本
大
震
災

は
、
東
北
の
沿
岸
部
な
ど

を
大
津
波
が
襲
い
、
死
者

１
万
５
千
人
以
上
、
行
方
不

明
者
２
５
０
０
人
以
上
。
東

京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故

が
重
な
り
、
今
も
４
万
人
以

上
の
住
民
が
避
難
生
活
を
送

る
。〈
故
郷
に
埋
め
て
と
骨
壺

言
い
残
す
〉（
福
島
・
坪
内

照
光
）。

　

復
旧
・
復
興
で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
大
き
な
力
を
発
揮

し
た
。
宮
城
県
登
米
市
に
は

外
国
人
の
姿
も
。〈
初
夏
の

朝
登
米
市
で
拝
ん
だ
ご
来
光
〉

（
ネ
パ
ー
ル
、
ジ
ギ
ャ
ン
・
ク

マ
ル
・
タ
パ
）。

　

１
６
年
４
月
１
４
日
の

熊
本
地
震
で
は
住
宅
被
害
が

２
０
万
棟
を
超
え
、
避
難
所

な
ど
に
仮
設
の
ト
イ
レ
が
設

い
―
。

　

そ
ん
な
表
紙
の
絵
が
、
本

書
の
雰
囲
気
を
よ
く
伝
え
て

い
る
。
収
録
す
る
の
は
、
新

聞
連
載
中
の
作
品
か
ら
よ

り
す
ぐ
っ
た
掌
編
小
説
３
６

編
。
多
様
な
物
語
は
、
日
常

世
界
か
ら
一
歩
隔
た
っ
た
異

界
へ
と
読
者
を
い
ざ
な
う
。

　
「
赤
い
波
」
で
水
た
ま
り

の
役
割
を
果
た
す
の
は
、
戦

争
の
記
憶
だ
。
海
水
浴
場
の

石
段
に
座
っ
た
「
僕
」
は
、

傍
ら
の
安
部
さ
ん
か
ら
、
終

戦
の
年
に
海
軍
の
艦
船
が
撃

沈
さ
れ
た
際
の
思
い
出
話
を

聞
く
。
赤
く
染
め
上
げ
ら
れ

た
海
、
飛
び
回
る
海
鳥
…
。

子
ど
も
た
ち
の
嬌
声
が
響
く

眼
前
の
砂
浜
が
反
転
す
る
。

　
「
森
か
ら
の
光
」
で
は
、

か
つ
て
暮
ら
し
た
欧
州
の
下

宿
先
か
ら
見
え
た
森
の
光
に

焦
点
を
絞
る
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
森
に
暮
ら
す
難
民

を
特
集
し
た
ル
ポ
を
読
ん
だ

「
僕
」
は
、
以
前
見
た
光
を

思
い
出
し
、
当
時
の
大
家
に

連
絡
。
長
男
の
パ
ー
ト
ナ
ー

が
ア
フ
リ
カ
系
で
、
彼
女
の

息
子
と
例
の
森
を
訪
れ
た
と

い
う
話
を
聞
き
な
が
ら
、
２

置
さ
れ
た
。〈
暖
か
い
仮
設
ト

イ
レ
で
見
た
月
は
〉（
熊
本
・

浦
上
邦
子
）。

　

１
８
年
９
月
６
日
、
北
海

道
の
地
震
で
は
国
内
初
の
全

域
停
電
が
起
き
た
。〈
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
牛
が
啼
い
て
る
発

電
機
〉（
北
海
道
・
鈴
木
厚

子
）。

　

災
害
多
発
列
島
の
各
地
で

川
柳
は
生
ま
れ
た
。〈
激
震

に
夢
の
中
ま
で
踏
み
込
ま
れ
〉

（
青
森
・
瀧
尻
善
英
）。〈
中

越
の
地
震
の
絆
稲
を
刈
り
〉

（
新
潟
・
後
藤
芳
則
）。〈
再

会
は
桜
堤
に
埋
め
て
お
く
〉

（
長
野
・
西
沢
葉
火
）。〈
耐

え
に
耐
え
許
し
に
許
し
泥
さ

ら
え
〉（
滋
賀・原
茂
幸
）。〈
空

よ
り
も
青

い
シ
ー
ト

の
悲
の
蒼

さ
〉（
兵

庫
・

前

田
邦
子
）。

〈
復
興

の
お
に
ぎ

り
一
つ
噛

み
締
め
る
〉

（
鹿
児

島
・
古
瀬

草
一
郎
）。

そ
し
て
こ

ん
な
句
も
。

〈
助
け

　
【
共
同
】
世
界
中
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
か
ら
ラ
ブ
コ
ー
ル
が

届
く
日
本
人
モ
デ
ル
と
い
え

ば
、
か
つ
て
な
ら
故
山
口
小

夜
子
さ
ん
、
今
な
ら
著
者
だ

ろ
う
。

　

本
書
で
は
、
１
７
歳
で
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
デ
ビ
ュ
ー
し
、

今
も
第
一
線
で
活
躍
す
る
著

者
な
ら
で
は
の
美
し
い
立
ち

方
、
歩
き
方
と
い
っ
た
ノ
ウ

ハ
ウ
か
ら
、
食
事
術
や
ス
タ

イ
ル
維
持
の
た
め
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
法
な
ど
、
美
し
く
在

る
た
め
の
習
慣
を
公
開
す

る
。

　

水
面
下
で
一
生
懸
命
水
を

か
き
な
が
ら
、
水
上
を
優
雅

に
滑
る
白
鳥
。「
あ
の
白
鳥

の
よ
う
に
な
れ
た
ら
」
と
い

う
著
者
の
ス
ト
イ
ッ
ク
な
姿

が
リ
ア
ル
に
見
え
る
一
冊
。

　
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
・

１
６
５
０
円
）

人
が
た
き
火
に
あ
た
る
「
僕
」

と
出
会
う
イ
メ
ー
ジ
に
襲
わ

れ
る
。

　

時
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
、
時
に

幻
想
的
な
作
品
は
幅
広
い

色
調
を
持
つ
が
、
い
ず
れ
も

他
者
が
異
界
へ
の
入
り
口
と

な
っ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ

る
。
丁
寧
で
シ
ン
プ
ル
な
描

写
の
合
間
に
、
予
想
外
な
他

者
の
言
動
が
紛
れ
込
み
、
読

者
は
い
つ
の
間
に
か
見
知
ら

ぬ
世
界
に
投
げ
出
さ
れ
て
い

る
。１
編
わ
ず
か
５
、６
ペ
ー

ジ
の
分
量
な
の
に
、
読
み
終

わ
る
と
、
ほ
う
と
息
が
漏
れ

る
。

　

タ
イ
ト
ル
の
「
踏
み
跡
」

が
示
す
の
は
、
土
地
に
残
る

他
者
の
痕
跡
だ
ろ
う
。
そ
の

前
に
た
た
ず
み
、
想
像
力
を

働
か
せ
る
こ
と
で
物
語
が
生

ま
れ
る
。
そ
の
き
ら
め
く
よ

う
な
世
界
を
前
に
し
て
、「
珠

玉
」
と
い
う
言
葉
は
こ
う
し

た
作
品
の
た
め
に
あ
る
の
だ

と
感
じ
る
。（
沙
）

　
（
毎
日
新
聞
出
版
・

１
８
７
０
円
）

☆麒
き

麟
りん

がくる☆
第
だい

15 回
かい

「道
どう

三
さん

、わが父
ちち

に非
あら

ず」
日
にち

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

8:00
（再

さい

）午
ご

後
ご

17:00  土
ど

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

1:05
　道

どう

三
さん

（本
もと

木
き

雅
まさ

弘
ひろ

）は仏
ぶつ

門
もん

に入
はい

り、ついに高
たか

政
まさ

（伊
い

藤
とう

英
ひで

明
あき

）が家
か

督
とく

を継
つ

ぎ、美
み

濃
の

の守
しゅ

護
ご

代
だい

の座
ざ

を
得
え

る。そんなある日
ひ

、道
どう

三
さん

の正
せい

妻
さい

の子
こ

・孫
まご

四
し

郎
ろう

が帰
き

蝶
ちょう

（川
かわ

口
ぐち

春
はる

奈
な

）の命
めい

を受
う

け、光
みつ

秀
ひで

を訪
たず

ねて
くる。高

たか

政
まさ

はいずれ信
のぶ

長
なが

（染
そめ

谷
たに

将
しょう

太
た

）と敵
てき

対
たい

し、
国
くに

を間
ま

違
ちが

った方
ほう

向
こう

に進
すす

めると皆
みな

が心
しん

配
ぱい

している
ので、どうにか高

たか

政
まさ

に退
しりぞ

いてもらう道
みち

をさぐり
たい、明

あけ

智
ち

家
け

にその先
せん

陣
じん

に立
た

ってもらえないか
と、孫

まご

四
し

郎
ろう

は光
みつ

秀
ひで

に懇
こん

願
がん

する。光
みつ

秀
ひで

が高
たか

政
まさ

のも
とを訪

たず

ねると、帰
き

蝶
ちょう

に会
あ

いに行
い

き孫
まご

四
し

郎
ろう

との妙
みょう

なやりとりをやめさせてこいといわれる。さら
に信

のぶ

長
なが

との盟
めい

約
やく

を見
み

直
なお

すことや、信
のぶ

長
なが

と敵
てき

対
たい

す
る織

お

田
だ

彦
ひこ

五
ご

郎
ろう

との関
かん

係
けい

をほのめかす高
たか

政
まさ

を、光
みつ

秀
ひで

は不
ふ

安
あん

に思
おも

う。 

☆連
れん

続
ぞく

テレビ小
しょう

説
せつ

「エール」☆
第
だい

5 週
しゅう

「愛
あい

の 狂
きょう

騒
そう

曲
きょく

」
日
にち

～木
もく

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

 8:00
（再

さい

）　月
げつ

～金
きん

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

0:45
　音

おと

（二
に

階
かい

堂
どう

ふみ）の真
しん

意
い

を確
たし

かめようと、裕
ゆう

一
いち

（窪
くぼ

田
た

正
まさ

孝
たか

）が、突
とつ

然
ぜん

豊
とよ

橋
はし

の関
せき

内
うち

家
け

を訪
ほう

問
もん

する。
光
みつ

子
こ

（薬
やく

師
し

丸
まる

ひろ子
こ

）は、裕
ゆう

一
いち

の来
らい

訪
ほう

を喜
よろこ

ぶ音
おと

に、
裕
ゆう

一
いち

との関
かん

係
けい

を断
た

ち切
き

るように言
い

う。一
いっ

方
ぽう

、福
ふく

島
しま

では裕
ゆう

一
いち

の姿
すがた

が見
み

えなくなったことで騒
さわ

ぎが

合
っ
た
四
半
世
紀
の
命
か
な
〉

て
も
ら
え
る
と
い
い
」
と
希

望
し
た
。 

（
兵
庫
・
中
野
文
擴
）。

　

今
回
集
ま
っ
た
震
災
・
復

興
川
柳
に
つ
い
て
室
崎
益
輝
・

兵
庫
県
立
大
教
授（
防
災
学
）

は
「
災
害
で
影
響
を
受
け
た

心
を
端
的
に
表
現
し
た
句
が

そ
ろ
っ
て
い
る
。
復
興
や
減

災
の
た
め
に
人
を
つ
な
ぐ
芸

術
と
し
て
、
今
後
も
詠
ま
れ

て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

　
「
現
代
川
柳
」
第
７
２
号

は
１
部
１
２
５
０
円
（
送
料

込
み
）。
問
い
合
わ
せ
は
メ
ー

ル
で
ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｌ
ｓ
ｔ

ａ
ｒ
―
ｍ
ｏ
ｏ
ｎ
＠
ｂ
ｂ
．

ｂ
ａ
ｎ
ｂ
ａ
ｎ
．ｊ
ｐ
ま
で
。

☆【ストーリーズ】ノーナレ☆
「蕎

そ

麦
ば

屋
や

タナベ　ＶＲのススメ」
月
げつ

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

10:45
　東

とう

京
きょう

本
ほん

郷
ごう

にあるそば屋
や

。ここにＶＲ（バーチャ
ルリアリティー）の世

せ

界
かい

で “創
そう

造
ぞう

神
しん

” と称
しょう

される
クリエーターがいる。店

てん

主
しゅ

の田
た

名
な

部
べ

康
こう

介
すけ

は、４
年
ねん

前
まえ

、趣
しゅ

味
み

で始
はじ

めたＶＲで才
さい

能
のう

を開
かい

花
か

させ、Ｖ
Ｒ空

くう

間
かん

に、謎
なぞ

のテーマパークなど、アバター同
どう

士
し

で遊
あそ

べる世
せ

界
かい

を次
つぎ

々
つぎ

創
そう

作
さく

。その驚
きょう

異
い

的
てき

なスピー
ドと突

つ

き抜
ぬ

けた感
かん

性
せい

は世
せ

界
かい

から注
ちゅう

目
もく

される。か
つて協

きょう

調
ちょう

性
せい

がなく脱
だつ

サラしたという男
おとこ

は今
いま

、世
せ

界
かい

中
じゅう

に友
とも

達
だち

が２千
せん

人
にん

。ＶＲで人
じん

生
せい

を変
か

えた田
た

名
な

部
べ

に密
みっ

着
ちゃく

する。

☆世
せ

界
かい

はほしいモノにあふれてる
～旅

たび

するバイヤー　極
ごく

上
じょう

リスト～☆
世

せ

界
かい

にひとつの宝
ほう

石
せき

を探
さが

す旅
たび

　香
ほん

港
こん

＆オー
ストラリア

木
もく

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

10:30
　人

にん

気
き

ジュエリーブランドのデザイナーが、世
せ

界
かい

にひとつの宝
ほう

石
せき

を探
さが

しに香
ほん

港
こん

とオーストラリ
アへ。青

あお

緑
みどり

色
いろ

に輝
かがや

くサファイアや、珍
めずら

しいピン
クダイヤモンドなどそこにしかない珍

めずら

しい宝
ほう

石
せき

が続
ぞく

々
ぞく

登
とう

場
じょう

！年
ねん

に一
いち

度
ど

のお祭
まつ

りで見
み

つけたお宝
たから

オパールとは？さらにオパールの採
さい

掘
くつ

場
じょう

にも潜
せん

入
にゅう

！ユニークなアンティークジュエリーにグル
メも。心

こころ

ときめく宝
ほう

石
せき

の世
せ

界
かい

へ。
　※再

さい

編
へん

集
しゅう

番
ばん

組
ぐみ

（初
しょ

回
かい

放
ほう

送
そう

2019/11/14）

起
お

こっていた。伯
お

父
じ

の茂
も

兵
へ

衛
え

（風
かざ

間
ま

杜
もり

夫
お

）は行
い

き先
さき

を知
し

っているはずと三
さぶ

郎
ろう

（唐
から

沢
さわ

寿
とし

明
あき

）を問
と

い詰
つ

めるのだが…。茂
も

兵
へ

衛
え

はすぐにでも裕
ゆう

一
いち

を
養
よう

子
し

として正
せい

式
しき

に権
ごん

藤
どう

家
け

を継
つ

がせたいと考
かんが

えて
いた。



テレビ番組
☆都合により放送時間、番組内容が変更される場合もあります。

☆記載されている放送時間はブラジリア時間です。
月　　   日（日）から　 　月　　日（土）まで
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00	ニュース
15	お部屋で SING ！

00	ニュース
05	新・BS 日本のうた
2:35	趣味の園芸	京も一日

陽だまり屋
40	みちたん 5min ～大好

き・東北～
45	うちなーであそぼ
50	BS ニュース
00	【スーパープレミアム】

柳生一族の陰謀	( 再 )

4:30	 絶対行きたくなる！
ニッポン不滅の名城	
「大坂城」

5:30	 レギュラー番組への
道	 魂のタキ火「今夜	
自然の森で…鎌倉編」
(再 )

00	ニュース	( 二 )
05	ミミクリーズ
15	コレナンデ	サンデー
25	基礎英語 0	
35	E ダンスアカデミー	

シーズン 8	選（2）
00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	ダーウィンが来た！「台

風で出現！多摩川…」
00	大河ドラマ「麒麟がく

る」	（15）「道三、わが
父に非（あら）ず」

45	ニュース・気象情報
00	NHK スペシャル	 ホッ

トスポット最後の楽園	
season3（4）「天空と荒
野の両極世界～」

50	世界ふれあい街歩き	選
10:50	ニュース・気象情報
55	これでわかった！世界

のいま

11:32	ミニ番組
35	サンデースポーツ 2020

12:35	 お部屋で SING ！
( 再 )

13:20	花は咲く
25	BS1 スペシャル「そし

て街から人が消えた～
封鎖都市・ベネチア」

14:14	新型コロナウイルス
関連ミニ番組

19	美の小壺
25	コウケンテツの日本

100 年ゴハン紀行「冬
こそおいしい！青森」<
後編 >

15:16	ワールドウェザー
20	BS ニュース
30	将棋フォーカス
00	囲碁フォーカス
30	桂文枝の演芸図鑑	「山

内惠介	」
00	大河ドラマ「麒麟がく

る」	（15）「道三、わが
父に非ず」	( 再 )

45	さわやか自然百景「早
春	北海道	石狩湾」(再)

59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	 おはよう

日本

00	【連続テレビ小説】エー
ル	（21）

15	あさイチ

21:55	 みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	【ドラマ】アシガール	

（2）(再 )
50	NHK スペシャル	( 再 )
23:50	 エール	 古関裕而の

応援歌
56	ワールドウェザー

00	ニュース
20	うまいッ！	選「淡路島

サクラマス」
45	エール	（21）	( 再 )
00	新日本風土記	選「さく

ら	十二の物語」	( 再 )

00	COOL	 JAPAN ～発掘！
かっこいいニッポン

45	Doki	Doki!	NHK
50	5 分で「麒麟がくる」
00	BS ニュース
10	みんなのうた
15	ガールズクラフト	(再)
20	イッピン	選 (再 )
50	新型コロナウイルス…
55	ごごナマ
4:40	みんなの体操
45	ピタゴラスイッチミニ
50	BS ニュース
5:01	にほんごであそぼ
11	えいごであそぼ	…
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ
00	ニュース	シブ5時(二)
10	みいつけた！
25	すイエんサー「フワト

ロで美しいオムライス
を作りたぁ～い！」

50	アニメ	ねこねこ日本史
00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	ファミリーヒストリー	

「神田伯山」
8:42	ミニ番組
45	まいにちスクスク
50	デザインあ	5 分版
57	ワールドウェザー
00	ニュースウオッチ	 9	

( 二 )

00	逆転人生「SNS がつな
いだとんかつ店の奇跡」

45	【ストーリーズ】	ノーナ
レ「蕎麦屋タナベ	 VR
のススメ」

11:15	ニュースきょう一日
30	国際報道 2020
12:15	【土曜時代ドラマ】

雲霧仁左衛門 3	（3）「ほ
おずきの調べ」

55	みんなのうた	( 再 )
00	サイエンス ZERO	「つい

に開催！第 1回	小学生
ロボコン」

30	ガイロク（街録）	選（19）
00	BS ニュース
10	きょうの健康
25	きょうの料理	ムラヨシ

マサユキの食旅
50	きょうの料理ビギナーズ
55	まる得マガジン
00	ニュースきょう一日(再)
15	時論公論
25	ワールドウェザー
30	にっぽん百名山
00	新型コロナウイ…(再 )
05	ごごナマ	( 再 )
55	あの日	わたしは～
00	おかあさんといっしょ(再)
24	みいつけた！	( 再 )
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	 おはよう

日本

00	【連続テレビ小説】エー
ル	（22）

15	あさイチ

21:55	みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	ファミリーヒストリー	

「神田伯山」	( 再 )
23:17	 ドキュメント 72 時

間	選 (再 )
42	新型コロナウイルス…
48	視点 ･論点

00	ニュース
20	BENTO	EXPO	選「フラン

ス	華麗なアートBENTO」
45	エール	（22）	( 再 )
00	趣味どきっ！	こんどこ

そスマホ（5）
25	NHK 短歌	（アンコール）
50	おもてなし	即レス英会話
00	世界にいいね！つぶや

き英語
25	J-MELO	選「平原綾香＆

森崎ウィン」	( 英 )
00	BS ニュース
10	みんなのうた
15	まる得マガジン	( 再 )
20	すくすく子育て	
50	新型コロナウイルス…
55	ごごナマ
4:40	みんなの体操
45	ピタゴラスイッチミニ
50	BS ニュース
5:01	にほんごであそぼ
11	えいごであそぼ	…
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ
00	ニュース	シブ5時(二)
10	みいつけた！
25	天才てれびくん hello,

59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	サラメシ	 シーズン 10

（4）
57	うたコン
8:42	ミニ番組
45	まいにちスクスク
50	デザインあ	5 分版
00	ニュースウオッチ	 9	

( 二 )

00	クローズアップ現代＋

30	プロフェッショナル	仕
事の流儀	「緊急企画！
危機と闘うプロたち」

11:15	ニュースきょう一日
30	国際報道 2020
12:10	ワールドウェザー
15	先人たちの底力	知恵泉

「明智光秀の娘・細川ガ
ラシャ」

00	みんなのうた	( 再 )
05	グレーテルのかまど（ア）
30	不可避研究中	（4）「総

集編」
00	BS ニュース
10	きょうの健康	（ア）
25	きょうの料理	キッチン

探訪
50	きょうの料理ビギナーズ
55	まる得マガジン
00	ニュースきょう一日	(再)
15	時論公論
25	ワールドウェザー
30	イッピン
00	新型コロナウイ…(再 )
05	ごごナマ	( 再 )
50	みんなの体操	( 再 )
00	おかあさんといっしょ(再)
24	みいつけた！	( 再 )
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59	ワールドウェザー
00	ニュース
10	みんなで筋肉体操	(再)
20	 土曜ドラマの魅力に迫る！
30	インタビューここから
00	NHK ニュース	おはよう

日本

00	エール	（23）
15	もふもふモフモフ	超絶

アイドル編「松下洸平
猫パン 16 発！」

00	スペシャルコント	志村
けん in 探偵佐平 60 歳	
（ア）(再 )

00	ニュース・気象情報
05	うたコン	( 再 )
50	歴史秘話ヒストリア(再)
23:35	 みちたん 5min ～大

好き・東北～
40	うちなーであそぼ
48	視点 ･論点

00	ニュース
20	中井精也の鉄道写真旅
35	コウケンテツが行く
45	エール	（23）	( 再 )
00	趣味どきっ！	みんなが

できる！
25	NHK 俳句	（アンコール）
50	おもてなし	即レス英会話
00	テレビで中国語（ア）（4）
25	Asia	 Insight	「日本に

夢を求めるフィリピン
人～」	( 二 )

00	BS ニュース
10	みんなのうた
15	まる得マガジン	( 再 )
20	ウワサの保護者会	「コ

ロナの悩み」
44	楽ラクワンポイント介護
50	ごごナマ
4:45	ピタゴラスイッチミニ
50	BS ニュース
5:01	にほんごであそぼ
11	えいごであそぼ	…
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ
00	ニュース	( 二 )
05	新型コロナウイルス関

連ミニ番組
10	みいつけた！
25	天才てれびくん hello,
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	NHK スペシャル「未解

決事件	File.	08」
8:30	NHK スペシャル	「ケネ

ディとその時代」
50	まいにちスクスク
55	デザインあ	5 分版
00	ニュースウオッチ	 9	

( 二 )

00	六角精児の呑み鉄本線・
日本旅	「春・京都丹後
鉄道を呑む！」

00	インタビューここから(再)
30	ひとモノガタリ
59	みんなで筋肉体操	(再)
12:10	 聖火リレーデイリー

ハイライト
15	又吉直樹のヘウレーカ！
00	ふらっとあの街	旅ラン

10 キロ
30	ふるカフェ系	ハルさん

の休日
00	ミニ番組
05	みんなの体操	( 再 )
10	きょうの健康
25	きょうの料理
50	きょうの料理ビギナーズ
55	まる得マガジン
00	ミニ番組
15	時論公論
25	ワールドウェザー
30	ダーウィンが来た！	(再)
00	ごごナマ	( 再 )

55	ミニ番組
00	おかあさんといっしょ(再)
24	みいつけた！	( 再 )
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	おはよう

日本

00	連続テレビ小説「エー
ル」	（24）

15	あさイチ

21:55	みんなの体操
00	ニュース・気象情報

23:17	 桂文枝の演芸図鑑	
( 再 )

48	視点 ･論点
58	ワールドウェザー

00	ニュース
20	サラメシ	( 再 )
45	連続テレビ小説「エー

ル」	（24）	( 再 )
00	趣味どきっ！
25	趣味の園芸
50	おもてなし	即レス英会

話
00	旅するスペイン語
25	Journeys	 in	 Japan	

( 二 )
55	名曲アルバム
00	BS ニュース
10	みんなのうた
15	まる得マガジン	( 再 )
20	Core	Kyoto	( 二 )
48	ワールドウェザー
50	ごごナマ
4:45	ピタゴラスイッチミニ
50	BS ニュース
5:01	にほんごであそぼ
11	えいごであそぼ	…
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ

00	ニュース	シブ5時(二)
10	みいつけた！
25	天才てれびくん hello,

59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	所さん！大変ですよ

8:42	ミニ番組
45	まいにちスクスク
50	デザインあ	5 分版
57	ワールドウェザー
00	ニュースウオッチ	 9	

( 二 )

00	クローズアップ現代＋

30	世界はほしいモノにあ
ふれてる

11:15	ニュースきょう一日
30	国際報道 2020
12:10	ワールドウェザー
15	【プレミアムドラマ】70

才、初めて産みます～
セブンティウイザン。
～	（4）

13:05	5 分で「麒麟がくる」	
( 再 )

10	あしたも晴れ！…
55	みんなのうた	( 再 )
00	あの日	わたしは～
05	みんなの体操	( 再 )
10	きょうの健康
25	BENTO	EXPO	( 再 )
48	Doki	Doki	!	( 再 )
55	まる得マガジン
00	ニュースきょう一日(再)
15	時論公論
25	ワールドウェザー
30	ニッポンぶらり鉄道旅
00	ごごナマ	( 再 )

55	ミニ番組
00	おかあさんといっしょ(再)
24	みいつけた！	( 再 )
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	おはよう

日本

00	【連続テレビ小説】エー
ル	（25）

15	あさイチ

21:55	みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	やわらかアタマ…(再 )
50	【プレミアムドラマ】70

才、初めて産…（4）(再 )
23:40	5分「麒麟がくる」(再)
48	チコちゃんに叱られ

る！ (再 )

00	ニュース
20	きじまりゅうた…(再 )
38	趣味の園芸	( 再 )
45	エール	（25）	( 再 )
00	チョイス＠病気…(再 )
45	エール	古関裕而の応援

歌 (再 )
50	おもてなし	即レス英会話
00	旅するフランス語
25	T r a i l s	 t o	 O i s h i i	

Tokyo	( 二 )
55	名曲アルバム
00	BS ニュース
10	みんなのうた	( 再 )
15	まる得マガジン	( 再 )
20	ふるカフェ系	ハルさん

の休日	( 再 )
50	ごごナマ
4:45	ピタゴラスイッチミニ
04:50	 BS ニュース
5:01	にほんごであそぼ
11	えいごであそぼ	…
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ

00	ニュース	シブ5時(二)
10	みいつけた！
25	天才てれびくん hello,

59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	7	( 二 )

8:42	ミニ番組
45	ガールズクラフト
50	デザインあ	5 分版
57	ワールドウェザー
00	ニュースウオッチ	 9	

( 二 )

00	【ドラマ 10】

45	ドキュメント 72 時間

11:15	ニュースきょう一日
30	国際報道 2020

12:10	ワールドウェザー
15	にっぽん縦断	こころ旅	

とうちゃこ
13:13	ミニ番組
15	新日本風土記

14:15	 チョイス＠病気に
なったとき

00	ニュースきょう一日(再)
15	時論公論
25	ワールドウェザー
30	美の壺
00	ごごナマ	( 再 )

55	ミニ番組
00	おかあさんといっしょ(再)
24	みいつけた！	( 再 )
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	おはよう

日本

19:59	 ワールドウェザー
00	【連続テレビ小説】エー

ル	「第 5週」
15	チコちゃんに叱られ

る！	( 再 )
00	週刊まるわかりニュース
30	プロフェッショナル	仕

事の流儀	( 再 )
22:15	ミニ番組
20	NHK スペシャル	( 再 )

23:10	ブラタモリ	( 再 )

57	ワールドウェザー

00	ニュース
15	バラエティー生活笑百科
40	浮世絵 EDO-LIFE
45	エール	「第 5週」	( 再 )
00	ニュース
05	大河ドラマ「麒麟（き

りん）がくる」（15）( 再 )
50	PREMIUM	SELECTIONS

3:50	BS ニュース
00	又吉直樹のヘウレー

カ！	( 再 )
43	ミニ番組
45	デザインあ	( 再 )

5:30	 おかあさんといっ
しょ

54	みんなのうた	( 再 )
00	ニュース	( 二 )
05	ピタゴラスイッチ
20	 アニメ	 少年アシベ	

GO ！ GO ！
30	ニャンちゅう！宇宙…
55	ノージーのひらめき…
00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	えぇトコ	「秘密の古都	

せせらぎ散歩～京都	疏
水（そすい）周辺」

8:15	 有吉のお金発見	 突
撃！カネオくん

45	ニュース・気象情報
00	NHKスペシャル	「未解決

事件 File.08	 海外特別
編“ケネディ暗殺”後編」

55	チコちゃんに叱ら…
10:05	 Doki	 Doki	 !	 NHK	
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こ
こ
数す

う

日じ
つ

、
い
ろ
い
ろ
い
ろ

い
ろ
衝

し
ょ
う

撃げ
き

的て
き

な
情

じ
ょ
う

報ほ
う

が
入は

い

っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

多お
お

す
ぎ
て
、
メ
ル
マ
ガ
で

は
、
全ぜ

ん

部ぶ

取と

り
上あ

げ
ら
れ
な

い
感か

ん

じ
で
す
。

　

な
ん
と
い
う
か
、
世せ

界か
い

経け
い

済ざ
い

が
、「
シ
ュ
〜
〜
〜
〜
」
と

音お
と

を
た
て
な
が
ら
収

し
ゅ
う

縮し
ゅ
くし
て

い
く
よ
う
な
…
。

今き
ょ
う日
は
、
原げ

ん

油ゆ

価か

格か
く

の
話は

な
し
で

す
。▼

こ
れ
ま
で
の
流な

が

れ

　

年ね
ん

初し
ょ

、
原げ

ん

油ゆ

価か

格か
く

は
バ
レ

ル
６
０
ド
ル
台だ

い

。
大だ

い

暴ぼ
う

落ら
く

が

起お

こ
る
と
予よ

想そ
う

す
る
人ひ

と

は
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後ご

、
何な

に

が
起お

こ
っ
た
の

か
、
復ふ

く

習し
ゅ
うし
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

（
１
）
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影え

い

響き
ょ
うで
、
石せ

き

油ゆ

需じ
ゅ

要よ
う

が
激げ

き

減げ
ん

し
、
原げ

ん

油ゆ

価か

格か
く

が
下さ

が
っ

て
き
た
。

（
２
）
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
と
非ひ

Ｏ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
で
つ
く
ら
れ
る
「
Ｏ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
」
で
、
協

き
ょ
う

調ち
ょ
う

減げ
ん

産さ
ん

が
協

き
ょ
う

議ぎ

さ
れ
た
。（
３
月が

つ

６
日か

）

（
３
）
原げ

ん

油ゆ

生せ
い

産さ
ん

世せ

界か
い

２
位い

の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
、
協

き
ょ
う

調ち
ょ
う

減げ
ん

産さ
ん

を
主し

ゅ

張ち
ょ
う。

（
４
）
し
か
し
、
原げ

ん

油ゆ

生せ
い

産さ
ん

世せ

界か
い

３
位い

の
ロ
シ
ア
が
反は

ん

対た
い

し
、
交こ

う

渉し
ょ
うは
決け

つ

裂れ
つ

。

（
５
）
激げ

き

怒ど

し
た
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
は
、
減げ

ん

産さ
ん

で
は
な
く

【
増ぞ

う

産さ
ん

】
を
は
じ
め
た
。

（
６
）
さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
最さ

い

大だ
い

の
お
得と

く

意い

で
あ
る
欧お

う

州し
ゅ
うに
、

「
ロ
シ
ア
か
ら
サ
ウ
ジ
に
乗の

り

換か

え
れ
ば
、
１
バ
レ
ル
８
ド

ル
割わ

り

引び
き

し
ま
す
よ
！
」
と
提て

い

案あ
ん

し
た
。

（
７
）
こ
れ
を
受う

け
て
、
原げ

ん

油ゆ

価か

格か
く

は
年ね

ん

初し
ょ

の
６
６
ド
ル
か

ら
、
２
０
ド
ル
ま
で
、
大だ

い

暴ぼ
う

落ら
く

し
た
。

（
８
）
驚お

ど
ろい
た
サ
ウ
ジ
と
ロ
シ

ア
は
、
和わ

解か
い

を
決け

つ

意い

。

（
９
）
そ
し
て
、
減げ

ん

産さ
ん

に
合ご

う

意い

。
　
《『
原げ

ん

油ゆ

価か

格か
く

戦せ
ん

争そ
う

に
終

し
ゅ
う

止し

符ふ

、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
が
減げ

ん

産さ
ん

で
歴れ

き

史し

的て
き

合ご
う

意い

』
４
／

１
３(

月げ
つ) 

４:

０
７
配は

い

信し
ん

　
（
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
）
：
主し

ゅ

要よ
う

産さ
ん

油ゆ

国こ
く

は
世せ

界か
い

の
原げ

ん

油ゆ

生せ
い

産さ
ん

を
１
割わ

り

近ち
か

く
削さ

く

減げ
ん

し
、
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
ロ
シ
ア
の
壊か

い

滅め
つ

的て
き

な
価か

格か
く

戦せ
ん

争そ
う

に
終

し
ゅ
う

止し

符ふ

を
打う

つ
歴れ

き

史し

的て
き

な
合ご

う

意い

を
成せ

い

立り
つ

さ
せ
た
》

　
《
石せ

き

油ゆ

輸ゆ

出し
ゅ
つ

国こ
く

機き

構こ
う

（
Ｏ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
加か

盟め
い

国こ
く

と
非ひ

加か

盟め
い

の
主し

ゅ

要よ
う

産さ
ん

油ゆ

国こ
く

で
構こ

う

成せ
い

す
る

「
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
」
は
日に

ち

量り
ょ
う９
７
０
万ま

ん

バ
レ
ル
削さ

く

減げ
ん

す

る
》（
同ど

う

上じ
ょ
う）

　
「
歴れ

き

史し

的て
き

合ご
う

意い

」
だ
そ
う

で
す
。

　

＠
こ
こ
ま
で
の
詳く

わ

し
い
流な

が

れ
、【
裏う

ら

】
Ｒ
Ｐ
Ｅ
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
で
知し

る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
興

き
ょ
う

味み

の
あ
る
方ほ

う

は
、
ご

一い
ち

読ど
く

く
だ
さ
い
。
↓

h
ttp

s://rp
ejou

rn
al.

com
/urarpe8

.htm
l

▼
Ｎ
Ｙ
原げ

ん

油ゆ

先さ
き

物も
の

が【
マ

イ
ナ
ス
価か

格か
く

】
に
！
！
！

　

と
こ
ろ
が
、「
歴れ

き

史し

的て
き

合ご
う

意い

」
も
、
価か

格か
く

を
維い

持じ

す
る

の
に
は
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

で
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　
い
え
、
全ぜ

ん

然ぜ
ん

全ぜ
ん

然ぜ
ん

全ぜ
ん

然ぜ
ん

足た

り
な
い
…
。

　

何な
に

が
起お

こ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？

　
《『
Ｎ
Ｙ
原げ

ん

油ゆ

先さ
き

物も
の

、
史し

上じ
ょ
う

初は
つ

の
マ
イ
ナ
ス
／
コ
ロ
ナ

で
供

き
ょ
う

給き
ゅ
う

過か

剰じ
ょ
うに
』
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

Ｄ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｌ
４
／
２
１

(

火か) 

５:

４
６
配は

い

信し
ん 

　

週
し
ゅ
う

明あ

け
２
０
日か

の
米べ

い

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
商

し
ょ
う

業ぎ
ょ
う

取と
り

引ひ
き

所じ
ょ

で
、
原げ

ん

油ゆ

価か

格か
く

の
指し

標ひ
ょ
うと
な

る
米べ

い

国こ
く

産さ
ん

Ｗ
Ｔ
Ｉ
原げ

ん

油ゆ

の
先さ

き

物も
の

価か

格か
く

（
５
月が

つ

物も
の

）
が
１
バ

レ
ル
＝
マ
イ
ナ
ス
３
７
・
６
３

ド
ル
と
、
史し

上じ
ょ
う

初は
じ

め
て
マ
イ

ナ
ス
価か

格か
く

で
取と

り

引ひ
き

を
終お

え
た
》

　

１
バ
レ
ル
、【
マ
イ
ナ
ス
】

３
７
・６
３
ド
ル
！
！
！

　
「
な
ん
じ
ゃ
そ
り
ゃ
〜
〜
〜

〜
」
で
す
ね
。

　

見み

た
こ
と
も
、
聞き

い
た
こ

と
も
な
い
話は

な
しで
す
。

　
「
原げ

ん

油ゆ

価か

格か
く

が
【
マ
イ
ナ

ス
】」
っ
て
、
ど
う
い
う
意い

味み

な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
《
前ぜ

ん

週し
ゅ
う

末ま
つ

の
終

お
わ
り

値ね

（
１
バ

レ
ル
＝
１
８
・２
７
ド
ル
）
か

ら
は
５
５
・９
０
ド
ル
幅は

ば

も
の

急き
ゅ
う

落ら
く

と
な
る
。

　

取と
り

引ひ
き

時じ

間か
ん

中ち
ゅ
うに
一い

ち

時じ

、
１

バ
レ
ル
＝
マ
イ
ナ
ス
４
０
ド
ル

超ち
ょ
うま
で
低て

い

下か

し
た
。

　

マ
イ
ナ
ス
価か

格か
く

は
、
原げ

ん

油ゆ

の
売う

り
手て

が
、
通つ

う

常じ
ょ
うと
は
逆

ぎ
ゃ
く

に
買か

い
手て

に
お
金か

ね

を
払は

ら
っ
て
引ひ

き
取と

っ
て
も
ら
う
こ
と
を
意い

味み

す
る
》（
同ど

う

上じ
ょ
う）

　

普ふ

通つ
う

は
、
お
金か

ね

を
払は

ら
っ
て
、

原げ
ん

油ゆ

を
も
ら
い
ま
す
。

　

そ
れ
が
今い

ま

は
、
原げ

ん

油ゆ

を
も

ら
っ
て
、
お
金か

ね

も
も
ら
え
る
。

　

１
バ
レ
ル
原げ

ん

油ゆ

を
引ひ

き
取と

る
と
、
３
７
・６
３
ド
ル
も
も

ら
え
る
と
。

　

な
ぜ
、
そ
ん
な
変へ

ん

な
話は

な
し
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
「
超

ち
ょ
う

短た
ん

期き

の
理り

由ゆ
う

」
と
「
短た

ん

期き

の
理り

由ゆ
う

」
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
「
超

ち
ょ
う

短た
ん

期き

の
理り

由ゆ
う

」

か
ら
。

　
《
Ｗ
Ｔ
Ｉ
の
先さ

き

物も
の

取と
り

引ひ
き

は
、

米べ
い

オ
ク
ラ
ホ
マ
州し

ゅ
う
で
現げ

ん

物ぶ
つ

の

受う

け
渡わ

た

し
が
生し

ょ
うじ
う
る
。

　

近き
ん

辺ぺ
ん

の
貯ち

ょ

蔵ぞ
う

タ
ン
ク
や
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
が
満ま

ん

杯ぱ
い

に
近ち

か

づ

き
、
海か

い

上じ
ょ
うの
タ
ン
カ
ー
を
含ふ

く

め
て
原げ

ん

油ゆ

を
保ほ

管か
ん

す
る
料

り
ょ
う

金き
ん

が
跳は

ね
上あ

が
っ
て
い
た
。

　

期き

近ぢ
か

の
５
月が

つ

物も
の

は
取と

り

引ひ
き

期き

限げ
ん

が
翌よ

く

２
１
日に

ち

に
迫せ

ま

っ
て
お

り
、
保ほ

管か
ん

料り
ょ
うが
か
さ
む
現げ

ん

物ぶ
つ

を
抱か

か

え
込こ

み
た
く
な
い
投と

う

機き

筋す
じ

や
生せ

い

産さ
ん

者し
ゃ

ら
が
損そ

ん

失し
つ

覚か
く

悟ご

で
投な

げ
売う

り
に
走は

し
っ
た
と
み
ら

れ
る
》（
同ど

う

上じ
ょ
う）

　
な
る
ほ
ど
〜
。

　

高た
か

い
保ほ

管か
ん

料り
ょ
うを
払は

ら

う
よ
り
、

金か
ね

を
払は

ら
っ
て
原げ

ん

油ゆ

を
ひ
き
と
っ

て
も
ら
っ
た
方ほ

う

が
、「
損そ

ん

失し
つ

が

少す
く

な
い
」
と
判は

ん

断だ
ん

し
た
の
で

す
ね
。

　

次つ
ぎ

に
「
短た

ん

期き

の
理り

由ゆ
う

」。

　
《
ウ
イ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

を
防ふ

せ

ぐ
た

め
の
移い

動ど
う

・
外が

い

出し
ゅ
つ

規き

制せ
い

で
、

航こ
う

空く
う

機き

や
自じ

動ど
う

車し
ゃ

に
よ
る
人ひ

と

の
移い

動ど
う

が
止と

ま
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
需じ

ゅ

要よ
う

が
世せ

界か
い

で
吹ふ

き
飛と

ん
だ
。

　

国こ
く

際さ
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
機き

関か
ん（
Ｉ

Ｅ
Ａ
）
は
、
今こ

年と
し

の
世せ

界か
い

の

石せ
き

油ゆ

需じ
ゅ

要よ
う

が
前ぜ

ん

年ね
ん

比ひ

で
日に

ち

量
り
ょ
う

９
３
０
万ま

ん

バ
レ
ル
減へ

る
と
予よ

想そ
う

。
　

と
く
に
４
月が

つ

は
前ぜ

ん

年ね
ん

同ど
う

月げ
つ

比ひ

２
９
０
０
万ま

ん

バ
レ
ル
減げ

ん

と
、

世せ

界か
い

の
原げ

ん

油ゆ

生せ
い

産さ
ん

量り
ょ
うの
３
割わ

り

に
あ
た
る
史し

上じ
ょ
う

最さ
い

大だ
い

級き
ゅ
うの
落お

ち
込こ

み
に
な
る
と
み
ら
れ
る
》

（
同ど

う

上じ
ょ
う）

　
「
短た

ん

期き

の
理り

由ゆ
う

」
は
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
災さ

い

で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

需じ
ゅ

要よ
う

が
激げ

き

減げ
ん

し
て
い
る
こ
と
。

　

私わ
た
しは
、「
悲ひ

観か
ん

論ろ
ん

者し
ゃ

」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
世せ

界か
い

と
日に

本ほ
ん

を
見み

る
に
、「
大た

い

変へ
ん

な
こ
と
」

が
起お

こ
っ
て
い
ま
す
。

　

世せ

界か
い

経け
い

済ざ
い

悪あ
っ

化か

の
原げ

ん

因い
ん

は
、

「
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
恐お

そ

ろ
し
く
て
、
皆み

な

家い
え

に
座す

わ
っ
て
い

る
こ
と
」。

　

結け
っ

局き
ょ
く、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
災さ

い

が

い
つ
終お

わ
る
の
か
と
い
う
話は

な
しな

の
で
す
が
。

　

欧お
う

米べ
い

で
は
、「
感か

ん

染せ
ん

は
ピ
ー

ク
に
達た

っ

し
た
」
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、

ト
ラ
ン
プ
さ
ん
が
経け

い

済ざ
い

活か
つ

動ど
う

　

ア
メ
リ
カ
は
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
関か

ん

連れ
ん

で
、「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

悪あ
く

魔ま

化か

政せ
い

策さ
く

」
を
推す

い

進し
ん

し
て

い
ま
す
。

　
な
ぜ
？
？
？
？

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
災さ

い

で
、
一ひ

と
つ
大お

お

き
く
変か

わ
り
そ
う
な
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
」
で
す
。
ど
う
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
？

　

世せ

界か
い

は
現げ

ん

在ざ
い

、
第だ

い

２
次じ

大た
い

戦せ
ん

以い

来ら
い

、
最さ

い

大だ
い

の
危き

機き

に
突と

つ

入に
ゅ
うし
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

は
２
０
０

万ま
ん

人に
ん

を
超こ

え
た
。
死し

者し
ゃ

は
、

１
４
万ま

ん

人に
ん

を
超こ

え
た
。

　

そ
し
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
よ
る

と
、
今こ

年と
し

の
経け

い

済ざ
い

は
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
翌よ

く

年と
し

の
０
９

年ね
ん

よ
り
も
っ
と
ひ
ど
い
。

１
９
２
９
年ね

ん

か
ら
は
じ
ま
っ

た
世せ

界か
い

恐き
ょ
う

慌こ
う

並な
み

に
な
る
。

　

身み

近ぢ
か

な
人ひ

と

が
病

び
ょ
う

気き

に
な
っ

て
い
く
。

　

身み

近ぢ
か

な
人ひ

と

が
、
亡な

く
な
っ

て
い
く
。

　

自じ

分ぶ
ん

が
職し

ょ
くを
失う

し
な
う
。

　

自じ

分ぶ
ん

が
勤つ

と

め
て
い
た
会か

い

社し
ゃ

が
倒と

う

産さ
ん

す
る
。

　

金か
ね

が
な
く
な
る
。

Ｎ
Ｙ
原げ

ん

油ゆ

先さ
き

物も
の

が
マ
イ
ナ
ス
価か

格か
く

に
！

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
禍か

で
先せ

ん

鋭え
い

化か

す
る
世せ

界か
い

情じ
ょ
う

勢せ
い

４月
がつ

１８日
にち

版
ばん

４月
がつ

１７日
にち

版
ばん

音お
と

を
た
て
て
収し

ゅ
う

縮し
ゅ
く

す
る
世せ

界か
い

経け
い

済ざ
い

ア
メ
リ
カ
が
中ち

ゅ
う

国ご
く

悪あ
く

魔ま

化か

政せ
い

策さ
く

を
推す

い

進し
ん

ペトロブラスの石
せき

油
ゆ

採
さい

掘
くつ

プラットフォーム。ブラジルも影
えい

響
きょう

を受
う

ける
（Foto Tania Regô/Agência Brasil）

記
き

者
しゃ

会
かい

見
けん

するトランプ大
だい

統
とう

領
りょう

(Official White House Photo by Tia Dufour)

習
しゅう

近
きん

平
ぺい

中
ちゅう

国
ごく

国
こっ

家
か

主
しゅ

席
せき

（Foto: Isac Nóbrega/PR）

再さ
い

開か
い

に
前ま

え

の
め
り
で
、
２
波は

が
来く

る
可か

能の
う

性せ
い

が
あ
る
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
日に

本ほ
ん

や
ロ
シ
ア
な
ど

は
、
現げ

ん

在ざ
い

ピ
ー
ク
に
む
か
っ
て

い
る
最さ

い

中ち
ゅ
う。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
も
認み

と

め
て
い
る

よ
う
に
、
今こ

年と
し

は
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
翌よ

く

年と
し

の
０
９
年ね

ん

よ
り

ひ
ど
く
、
１
９
２
９
年ね

ん

に
起お

こ
っ
た
「
世せ

界か
い

恐き
ょ
う

慌こ
う

時じ

並な
み

」

　

世せ

界か
い

中じ
ゅ
うの
人ひ

と

々び
と

は
、「
何な

ん

で
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
ん

だ
？
！
」
と
問と

い
か
け
ま
す
。

　

人じ
ん

格か
く

者し
ゃ

で
あ
れ
ば
、「
犯は

ん

人に
ん

捜さ
が

し
を
し
て
も
仕し

方か
た

な
い
。

私わ
た
しは
、
自じ

分ぶ
ん

で
で
き
る
こ
と

を
し
よ
う
。
人ひ

と

を
助た

す

け
よ
う
。

家か

族ぞ
く

の
た
め
に
仕し

事ご
と

を
し
よ

う
」
と
思お

も

う
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
風ふ

う

に
思お

も

え
る
人ひ

と

は
稀ま

れ

で
、
恐

き
ょ
う

怖ふ

、
怒い

か

り
は
、「
答こ

た

え
」
を
要よ

う

求き
ゅ
うし
ま

す
。

　

普ふ

通つ
う

は
、「
為い

政せ
い

者し
ゃ

」
が

憎ぞ
う

悪お

の
対た

い

象し
ょ
うに
な
る
。

　
日に

本ほ
ん

で
あ
れ
ば
、「
政せ

い

府ふ

が
、

中ち
ゅ
う

国ご
く

全ぜ
ん

土ど

か
ら
の
入

に
ゅ
う

国こ
く

制せ
い

限げ
ん

す
る
の
が
遅お

そ

す
ぎ
た
か
ら
感か

ん

染せ
ん

が
拡か

く

大だ
い

し
た
の
だ
」
と
。

　

あ
る
い
は
、「
支し

援え
ん

が
遅お

そ

す

ぎ
る
、
ケ
チ
す
ぎ
る
」
な
ど
。

今い
ま

、
全ぜ

ん

世せ

界か
い

の
多お

お

く
の
人ひ

と

た

ち
が
、
恐

き
ょ
う

怖ふ

と
怒い

か

り
に
と
ら

わ
れ
て
い
て
、「
犯は

ん

人に
ん

」
を
求も

と

め
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ

ン
プ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うも
そ
の
対た

い

応お
う

の

ま
ず
さ
を
厳き

び

し
く
批ひ

判は
ん

さ
れ

て
い
ま
す
。

　

な
ん
と
い
っ
て
も
、
ア
メ
リ

カ
の
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

数す
う

は
６
６
万ま

ん

人に
ん

で
世せ

界か
い

１
な
の
で
す
か
ら
。

　

と
は
い
え
、
ト
ラ
ン
プ
さ

ん
は
２
月が

つ

初は
じ

め
時じ

点て
ん

で
、「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

全ぜ
ん

土ど

か
ら
の
渡と

航こ
う

制せ
い

限げ
ん

」

を
開か

い

始し

し
て
い
ま
し
た
。
個こ

人じ
ん

的て
き

に
は
「
叩た

た

か
れ
て
か
わ

い
そ
う
だ
な
」
と
思お

も

い
ま
す
。

　

ト
ラ
ン
プ
さ
ん
の
す
ご
い
と

こ
ろ
は
、「
自じ

分ぶ
ん

の
責せ

き

任に
ん

を
認み

と

め
な
い
」
と
こ
ろ
で
す
（
そ

れ
が
「
い
い
」
と
は
い
い
ま
せ

ん
）。
他ほ

か

の
犯は

ん

人に
ん

を
見み

つ
け
た

の
で
す
。

　
一ひ

と

人り

目め

の
犯は

ん

人に
ん

は
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
存そ

ん

在ざ
い

を
隠い

ん

蔽ぺ
い

し
た
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

で
す
。

　

二ふ
た

人り

目め

の
犯は

ん

人に
ん

は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
忖そ

ん

度た
く

し
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
危き

険け
ん

性せ
い

を
過か

小し
ょ
う

評
ひ
ょ
う

価か

し
つ
づ
け
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
す
。

▼
ト
ラ
ン
プ
は
、「
中ち

ゅ
う

国ご
く

悪あ
く

魔ま

化か

」
に
動う

ご

き
出だ

し
た

　

３
月が

つ

１
２
日に

ち

、
ト
ラ
ン
プ

と
ア
メ
リ
カ
政せ

い

府ふ

高こ
う

官か
ん

た
ち

を
激げ

き

怒ど

さ
せ
る
「
世せ

界か
い

史し

的て
き

大だ
い

事じ

件け
ん

」
が
起お

こ
り
ま
し
た
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

外が
い

務む

省し
ょ
うの
報ほ

う

道ど
う

官か
ん

が
、

「
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
武ぶ

漢か
ん

に
も
ち
こ
ん
だ
の
は
米べ

い

軍ぐ
ん

の
可か

能の
う

性せ
い

が
あ
る
！
！
！
！
」

と
発は

つ

言げ
ん

し
た
の
で
す
。

　
《『
新し

ん

型が
た

ウ
イ
ル
ス
は
米べ

い

軍ぐ
ん

が
武ぶ

漢か
ん

に
持も

ち
込こ

ん
だ
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

報ほ
う

道ど
う

官か
ん

が
主し

ゅ

張ち
ょ
う』
３
／

１
３(

金き
ん) 

１
５:

０
２
配は

い

信し
ん

　
【
Ａ
Ｆ
Ｐ
＝
時じ

事じ

】
中

ち
ゅ
う

国ご
く

外が
い

務む

省し
ょ
うの
報ほ

う

道ど
う

官か
ん

が
１
２
日に

ち

夜よ
る

、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

米べ
い

軍ぐ
ん

が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
持も

ち
込こ

ん
だ

可か

能の
う

性せ
い

が
あ
る
と
ツ
イ
ッ
タ
ー

（Tw
itter

）
に
投と

う

稿こ
う

し
た
。

　

主し
ゅ

張ち
ょ
うを
裏う

ら

付づ

け
る
証

し
ょ
う

拠こ

は

提て
い

示じ

し
て
い
な
い
》

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

は
、
今こ

ん

回か
い

の
世せ

界か
い

的て
き

歴れ
き

史し

的て
き

大だ
い

災さ
い

害が
い

の
「
犯は

ん

人に
ん

」

に
さ
れ
た
く
な
い
。
そ
れ
で
、

「
ア
メ
リ
カ
が
犯は

ん

人に
ん

と
い
う

こ
と
に
し
て
し
ま
お
う
」
と
。

　

激げ
き

怒ど

し
た
ト
ラ
ン
プ
は
、

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
【
中

ち
ゅ
う

国ご
く

ウ
イ
ル
ス
】
と
呼よ

ぶ
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
３
月が

つ

１
８
日に

ち

の
共

き
ょ
う

同ど
う

。

　
《
ト
ラ
ン
プ
米べ

い

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うは

１
７
日に

ち

、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
を
「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

ウ
イ
ル
ス
」

と
呼よ

ん
だ
こ
と
に
中

ち
ゅ
う

国ご
く

が
反は

ん

発ぱ
つ

し
て
い
る
の
に
対た

い

し
「
ウ
イ

ル
ス
は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

か
ら
来き

た
の
だ

か
ら
全ま

っ
た
く
正た

だ

し
い
呼こ

称し
ょ
うだ
と

思お
も

う
」
と
正せ

い

当と
う

化か

し
た
。

　
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
の
記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

で
語か

た
っ
た
》

　

そ
し
て
、
そ
う
呼よ

ぶ
さ
ら

な
る
理り

由ゆ
う

に
言げ

ん

及き
ゅ
うし
ま
し
た
。

　
《「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

が
『
ウ
イ
ル
ス
は

米べ
い

軍ぐ
ん

が
持も

ち
込こ

ん
だ
』
と
偽に

せ

情じ
ょ
う

報ほ
う

を
流な

が

す
か
ら
来き

た
場ば

所し
ょ

の
名な

前ま
え

で
呼よ

ぶ
べ
き
だ
と
言い

っ

た
」
と
反は

ん

論ろ
ん

し
た
》（
同ど

う

上じ
ょ
う）

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

が
「
ウ
イ
ル
ス
は
米べ

い

軍ぐ
ん

が
持も

ち
込こ

ん
だ
」
と
フ
ェ
イ

ク
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
拡か

く

散さ
ん

し
て
い
る
か

ら
、
対た

い

抗こ
う

し
て
い
る
の
だ
と
。

　
こ
れ
、
正た

だ

し
い
で
す
ね
。

　

日に

本ほ
ん

政せ
い

府ふ

み
た
い
に
、
ス

ル
ー
し
た
り
、
放ほ

う

置ち

す
る
と
、

「
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

は
南な

ん

京き
ん

で
３
０
万ま

ん

人に
ん

大だ
い

虐ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

し
た
！
」
と
い
う

よ
う
な
話は

な
しが
「
定て

い

説せ
つ

」
に
な
っ

て
し
ま
う
。

　

全ぜ
ん

力り
ょ
くで
反は

ん

撃げ
き

し
て
い
る
ト

に
な
る
。

　

皆み
な

さ
ん
、
が
ん
ば
っ
て
極ご

っ

寒か
ん

の
時じ

代だ
い

を
生い

き
抜ぬ

い
て
い

き
ま
し
ょ
う
！

ラ
ン
プ
さ
ん
は
、「
大

お
と
な

人
げ
な

い
」
の
で
は
な
く
、「
情

じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

を
戦

た
た
か
っ
て
い
る
」
の
で
す
。

▼
「
中ち

ゅ
う

国ご
く

悪あ
く

魔ま

化か

」
に

動う
ご

き
出だ

す
ア
メ
リ
カ
政せ

い

府ふ

　

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うが
一ひ

と

言こ
と

い
っ
た
だ
け

で
終お

わ
ら
せ
な
い
の
が
、
ア
メ

リ
カ
の
す
ご
さ
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
政せ

い

府ふ

は
、「
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
＝
武ぶ

漢か
ん

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

起き

源げ
ん

説せ
つ

」
の
調

ち
ょ
う

査さ

を
は

じ
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
《『
米べ

い

、
武ぶ

漢か
ん

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

起き

源げ
ん

説せ
つ

を
検け

ん

証し
ょ
うか　

新し
ん

型が
た

コ
ロ

ナ
巡め

ぐ

り
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
反は

ん

論ろ
ん

』
４

／
１
６(

木も
く) 

２
１:

２
７
配は

い

信し
ん 

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
、
北ぺ

京き
ん

共
き
ょ
う

同ど
う

】
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

起き

源げ
ん

を
巡め

ぐ

り
、
米べ

い

Ｃ
Ｎ
Ｎ
テ

レ
ビ
は
１
５
日に

ち

、
米べ

い

政せ
い

府ふ

が

中ち
ゅ
う

国ご
く

湖こ

北ほ
く

省し
ょ
う

武ぶ

漢か
ん

市し

の
海か

い

鮮せ
ん

市し

場じ
ょ
うで
は
な
く
同ど

う

市し

の
研け

ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

だ
と
の
仮か

説せ
つ

を
検け

ん

証し
ょ
うし

て
い
る
と
報ほ

う

じ
た
。

　

複ふ
く

数す
う

の
可か

能の
う

性せ
い

の
一ひ

と
つ
だ

が
、
生せ

い

物ぶ
つ

兵へ
い

器き

の
研け

ん

究き
ゅ
うの
一い

っ

環か
ん

で
生し

ょ
う
じ
た
と
は
考か

ん
が
え
ら
れ

て
い
な
い
と
い
う
。

　

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

起き

源げ
ん

説せ
つ

は
ト
ラ
ン

プ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
支し

援え
ん

者し
ゃ

ら
が
支し

持じ

し
て
き
た
》

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

は
、
ど
う
い
う
反は

ん

応の
う

な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
《
一い

っ

方ぽ
う

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

外が
い

務む

省し
ょ
うの
趙

立
堅
副ふ

く

報ほ
う

道ど
う

局き
ょ
く

長ち
ょ
うは
１
６

日に
ち

の
記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

で
「
世せ

界か
い

保ほ

健け
ん

機き

関か
ん

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
ウ
イ

ル
ス
が
実じ

っ

験け
ん

室し
つ

で
作つ

く

り
出だ

さ

れ
た
証

し
ょ
う

拠こ

は
な
い
と
し
て
お

り
、
専せ

ん

門も
ん

家か

も
実じ

っ

験け
ん

室し
つ

か

ら
漏も

れ
た
と
の
説せ

つ

に
は
科か

学が
く

的て
き

根こ
ん

拠き
ょ

が
な
い
と
の
認に

ん

識し
き

を

示し
め

し
て
い
る
」
と
反は

ん

論ろ
ん

し
た
》

（
同ど

う

上じ
ょ
う）

　

こ
の
趙
立
堅
さ
ん
は
、
な

ん
の
「
科か

学が
く

的て
き

根こ
ん

拠き
ょ

」
も
な

し
に
、「
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
は
、【
米べ

い

軍ぐ
ん

】
が
も
ち
こ
ん

だ
」
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
て
い
る
方か

た

で

す
。

　

こ
れ
ま
で
、「
武ぶ

漢か
ん

研け
ん

究
き
ゅ
う

所し
ょ

起き

源げ
ん

説せ
つ

」
は
、「
陰い

ん

謀ぼ
う

論ろ
ん

ス
テ
イ
タ
ス
」
で
し
た
。

　

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
政せ

い

府ふ

が
検け

ん

証し
ょ
うし
て
い
る
と
な
る
と
、

も
は
や
「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス
テ

イ
タ
ス
」
に
格か

く

上あ

げ
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

　

も
し
、
ア
メ
リ
カ
政せ

い

府ふ

が
、

「
武ぶ

漢か
ん

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

起き

源げ
ん

説せ
つ

の
証

し
ょ
う

拠こ

が
み
つ
か
っ
た
」
と
発は

っ

表
ぴ
ょ
う

す
れ
ば
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

の
「
隠い

ん

ぺ
い
」
が
「
ト
ン
デ
モ
ナ
イ
規き

模ぼ

で
行お

こ
なわ
れ
て
い
た
！
」
と
な

り
、
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うが
激げ

き

怒ど

す
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

▼
習し

ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

は
知し

っ
て
い
た

　

さ
ら
に
、
習

し
ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

に
ま
ず

い
情

じ
ょ
う

報ほ
う

が
出で

て
き
ま
し
た
。

　

習
し
ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

は
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
危き

険け
ん

性せ
い

を
知し

っ
て

い
て
黙だ

ま
っ
て
い
た
証

し
ょ
う

拠こ

が
出で

て

き
た
。

　
《『
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
の
深し

ん

刻こ
く

さ
、

中ち
ゅ
う

国ご
く

は
主し

ゅ

席せ
き

指し

示じ

の
６
日か

前ま
え

に
認に

ん

識し
き

か
…
Ａ
Ｐ
が
内な

い

部ぶ

文ぶ
ん

書し
ょ

入に
ゅ
う

手し
ゅ

』
読よ

み

売う
り

新し
ん

聞ぶ
ん

オ
ン

ラ
イ
ン　

４
／
１
６
（
木も

く

） 

１
９:

０
４
配は

い

信し
ん 

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
＝
蒔
田
一

彦
】
Ａ
Ｐ
通つ

う

信し
ん

は
１
５
日に

ち

、

中ち
ゅ
う

国ご
く

国こ
っ

家か

衛え
い

生せ
い

健け
ん

康こ
う

委い

員い
ん

会か
い

の
馬
暁
偉
（
マ
ー
シ
ャ

オ
ウ
ェ
イ
）
主し

ゅ

任に
ん

が
１
月が

つ

１
４
日か

の
内な

い

部ぶ

会か
い

議ぎ

で
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関か

ん

し

「
２
０
０
３
年ね

ん

の
重

じ
ゅ
う

症し
ょ
う

急
き
ゅ
う

性せ
い

呼こ

吸き
ゅ
う

器き

症し
ょ
う

候こ
う

群ぐ
ん

（
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
）
以い

来ら
い

の
最も

っ
と
も
深し

ん

刻こ
く

な

問も
ん

題だ
い

で
、
公こ

う

衆し
ゅ
う

衛え
い

生せ
い

上じ
ょ
うの
重

じ
ゅ
う

大だ
い

な
事じ

件け
ん

に
な
る
」
と
の
認に

ん

識し
き

を
示し

め

し
て
い
た
と
報ほ

う

じ
た
。

　

Ａ
Ｐ
通つ

う

信し
ん

は
医い

療り
ょ
う

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

か
ら
内な

い

部ぶ

文ぶ
ん

書し
ょ

を
入

に
ゅ
う

手し
ゅ

し

た
と
い
う
。

　

会か
い

議ぎ

に
は
各か

く

省し
ょ
うの
衛え

い

生せ
い

当と
う

局き
ょ
く

者し
ゃ

ら
が
電で

ん

話わ

で
参さ

ん

加か

し
、

「
人ひ

と

か
ら
人ひ

と

へ
感か

ん

染せ
ん

す
る
可か

能の
う

性せ
い

が
あ
る
」
と
の
説せ

つ

明め
い

が

あ
っ
た
ほ
か
、「
春

し
ゅ
ん

節せ
つ

（
旧

き
ゅ
う

正し
ょ
う

月が
つ

）
で
多お

お

く
の
人ひ

と

が
移い

動ど
う

し
、
感か

ん

染せ
ん

が
拡か

く

大だ
い

す
る
リ
ス

ク
が
高た

か

い
」
と
各か

く

地ち

で
対た

い

応お
う

を
講こ

う

じ
る
よ
う
指し

示じ

が
出で

た

と
い
う
》

　

１
月が

つ

１
４
日か

時じ

点て
ん

で
、
事じ

態た
い

の
深し

ん

刻こ
く

さ
は
理り

解か
い

さ
れ
て

い
た
。

　

で
は
、
習

し
ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

が
、
動う

ご

き

始は
じ

め
た
の
は
い
つ
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
？

　
《
会か

い

議ぎ

の
６
日か

後ご

の
２
０

日か

、
習

し
ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

（
シ
ー
ジ
ン
ピ

ン
）
国こ

っ

家か

主し
ゅ

席せ
き

が
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

抑よ
く

制せ
い

に
関か

ん

す
る
「
重

じ
ゅ
う

要よ
う

指し

示じ

」

を
出だ

し
、
政せ

い

府ふ

の
専せ

ん

門も
ん

家か

も

「
人ひ

と

か
ら
人ひ

と

へ
の
感か

ん

染せ
ん

」
の

確か
く

認に
ん

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
を
巡め

ぐ

っ
て
は
、

中ち
ゅ
う

国ご
く

当と
う

局き
ょ
くの
情

じ
ょ
う

報ほ
う

公こ
う

開か
い

の

遅お
く

れ
が
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

を
招ま

ね

い
た

と
の
見み

方か
た

が
出で

て
い
る
》（
同ど

う

上じ
ょ
う）

　

会か
い

議ぎ

か
ら
６
日か

後ご

の
「
重

じ
ゅ
う

要よ
う

指し

示じ

」。
こ
の
問も

ん

題だ
い

に
関か

ん

し

て
は
「
遅お

そ

す
ぎ
」
で
す
ね
。

▼
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
で
変か

わ
る
こ
と

　

と
い
う
わ
け
で
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
「
米べ

い

軍ぐ
ん

の
せ
い
に
し
よ
う
」

と
画か

く

策さ
く

し
た
こ
と
で
、
ひ
ど

い
目め

に
あ
い
そ
う
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
政せ

い

府ふ

は
、
全ぜ

ん

力
り
ょ
く

を
あ
げ
て
、「
世せ

界か
い

的て
き

大だ
い

災さ
い

厄や
く

の
原げ

ん

因い
ん

は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

が

情じ
ょ
う

報ほ
う

を
隠い

ん

蔽ぺ
い

し
た
こ
と
が
原げ

ん

因い
ん

だ
！
」
と
い
う
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
拡か

く

散さ
ん

す
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
も
、
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル

コ
レ
ク
ト
ネ
ス
が
根ね

付づ

い
た

日に

本ほ
ん

や
欧お

う

州し
ゅ
うの
指し

導ど
う

者し
ゃ

が
追つ

い

随ず
い

す
る
こ
と
は
な
い
と
思お

も

い

ま
す
（
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ョ
ン
ソ

ン
さ
ん
は
、
か
な
り
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に

激げ
き

怒ど

し
て
い
る
と
報ほ

う

じ
ら
れ
て

い
ま
す
が
）。

　

し
か
し
、
世せ

界か
い

に
は
、
日に

本ほ
ん

や
欧お

う

州し
ゅ
う

以い

外が
い

に
も
た
く
さ

ん
国く

に

が
あ
る
。
そ
し
て
、
ほ

ぼ
例れ

い

外が
い

な
く
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ

災さ
い

で
大だ

い

打だ

撃げ
き

を
受う

け
て
い
る
。

　

批ひ

判は
ん

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の

は
、
為い

政せ
い

者し
ゃ

。

　

ト
ラ
ン
プ
は
、
国こ

く

民み
ん

か
ら

の
批ひ

判は
ん

に
苦く

る

し
む
為い

政せ
い

者し
ゃ

た

ち
に
「
逃に

げ
道み

ち

」
を
提て

い

示じ

し

ま
す
。

　
「『
私わ

た
し
が
悪わ

る

い
の
で
は
な
い
』

と
言い

え
！　

ま
ず
第だ

い

１
に
、

情じ
ょ
う

報ほ
う

を
隠い

ん

蔽ぺ
い

し
た
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

が
悪わ

る

い
ん
だ
。
第だ

い

２
に
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
忖そ

ん

度た
く

し
つ
づ
け
た
Ｗ
Ｈ

Ｏ
が
悪わ

る

い
ん
だ
」

　

為い

政せ
い

者し
ゃ

は
、
自じ

分ぶ
ん

の
命い

の
ち
と

支し

持じ

率り
つ

を
守ま

も

る
た
め
に
、
こ

の
案あ

ん

を
採さ

い

用よ
う

す
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
こ
う
し
て
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

悪あ
く

魔ま

化か

は
進す

す

ん
で
い
き
ま
す
。（
私わ

た
しは
、

そ
れ
が
「
い
い
」
と
は
い
い
ま

せ
ん
。
た
だ
、
事じ

実じ
つ

の
流な

が

れ

を
見み

る
に
、「
そ
う
な
る
だ
ろ

う
」
と
い
う
話は

な
しで
す
）。
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